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機械翻訳国際連盟会長に就任 して 一今、挑戦すべきこと一

アジア太平洋機械翻訳協会会長

豊橋技術科学大学 井佐原 均

 昨年、オタワで開催 された機械翻訳サ ミットで機械

翻訳国際連盟(IAMT)の 会長に就任いたしました。2年

間の任期の間、アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)の 会

長職に加え、微力ながらも、さらに国際的観点から機

械翻訳の発展に尽くしたいと思っております。皆様の

ご指導 ・ご協力をよろしくお願いいたします。

 世界的な経済不況の中、どのように経済を成長させ

ていくかが焦眉の急です。情報産業は、(1)その成長が

直接的に経済成長に寄与する、(2)その成長が他の産業

の競争力を強化 し、間接的に寄 与する、の二つの面で

経済成長を牽引すると言われています。機械翻訳をは

じめとする翻訳支援技術は、多言語での情報提供によ

る市場獲得など、特に(2)の観点において重要なもので

あ り、言語を制するものが国際市場を制すると言える

でしょう。

 このような状況に日本は十分に対応できているでし

ょうか?も ちろん、AAMTは ヨーロッパ機械翻訳協会

(EAMT)や アメリカ機械翻訳協会(AMTA)と 協力 して

IAMTの 一角をなす ものであ り、アジアだけを考える場

ではありませんし、ましてや 日本だけを考える場では

ありませんが、90年 代には機械翻訳をはじめとする情

報技術で世界を席巻していた 日本の現状を考えること

は、有意義なことだと考えます。

 ここ10年 ほどの間に、いくつかの欧米のグローバル

企業が機械翻訳システムを使って、自社製品の日本で

のローカライゼーションを始めています。 日本でのビ

ジネスのためには、大量の文書を高速に 日本語化する

ことが必須であると考えてのことで しょう。このよう

な企業は、もともと欧米言語間での翻訳に機械翻訳シ

ステムを使っていたとい う経緯 もあるで しょうが、欧

米発のシステムを使 うところが多いようです。このよ

うな、ビジネスのための企業内文書の翻訳、また翻訳

ビ ジネ スに お け る機 械 翻 訳 シ ステ ム とい っ た動 き の ほ

か に 、 ネ ッ トEで の 無 料 の翻 訳サ ー ビス も行 われ て い

ます。 こ こで は コー パ ス を用 いた 機 械 翻 訳 が使 われ 、

翻 訳 結 果 を 収 集 して 、 翻 訳 精 度 の 向 ヒに利 川 す る と い

う動 き も あ る よ うです 。

 この よ うな状 況 の ド、 日本 の グ ロー バ ル 企 業は 、 ど

の よ うに して 自社 の 文 書 を翻 訳 して い るの だ ろ うか?

日本 発 の機 械 翻 訳 シ ステ ム は 、 どの 程 度 使 わ れ て い る

の だ ろ うか?な ど、AAMTと して 、 き ち ん と状 況把 握

を して お か な くて は な ら ない と考 え て い ます 。

 機 械 翻 訳 は ロ ー カ ラ イ ゼ ー シ ョンに 有 効 で す が 、 そ

こ で は 単体 の シ ステ ム だ け で は な く、 辞A作 成 や 後編

集 とい っ た翻 訳 過 程 全体 と して の サ ー ビ スが 府 要 とな

ります 。 長 年 に 亙るル ー ルベ ー ス の 蓄積 を持 つ 日本 企

業 に は厳 しい状 況 か も しれ ませ ん が 、 現在 は コー パ ス

を用 い た翻 訳 シ ステ ム が セ流 とな っ て い ます 。 コー パ

ス を用 いた シ ステ ム の性 能 向 ヒに は 、 対 訳 デー タの 蓄

積 が 必 須 で あ り、 箸作 権 処 理 も含 め た デ ー タのJ!有 の

枠 組 み が ます ます 重要 に な るで し ょ う。

 こ こ10年 ほ どで 、 言 語 処 理 技 術 、 言 語 資 源 、 翻 訳 市

場 な ど 、機 械 翻 訳 を取 り巻 く環 境 が 大 き く変化 し、 新

しい 流 れ が 起 こ って い ます 。 日本 を は じめ 、 多 くの ア

ジ ア諸 国 の よ うに 、英 語 を 母 語 と しな い 国 が 白国 の 製

品 で 国 際 競 争 を勝 ち抜 い て い くに は 、 母 語 か ら多1㌃語

へ の高 速 か っ 低 コ ス トで の翻 訳 が 必 須 とな る で しL') 、

も ち ろん 今 で もr や 大学 で ご努 力 い た だ い てお り ま

す が 、 さ ら に新 しい 技 術 開 発 に 向 け た 国 を 挙 げ ての 取

り組 み が 求 め られ ます 。 統 合 的 な 翻 訳 支援 環 境 の構 築

が 重 要 であ り、 母語 に着 目 した研 究 開 発 も考 え られ ま

す 。 技 術 文 書 な ど に 対象 を特 化 した 制 限 斉 語や 、人 力

文 を翻 訳 しや す い 形 に変 換 す る と と もに曖 昧 な 部分 を

指摘 す る支援 システ ムな ど も重要 にな って くるで しkう1,
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='習:一

韓国・朝鮮語翻訳の易しさと難しさ

蓮池 薫

 日本語 と韓 国 ・朝鮮 語 は 、 語順 が ま っ た く同 じで あ

る と同時 に 、漢 語 系 の 単 語 が ほ ぼ90%セ ン ト以 上 ・

致 して い る。 これ らに よ っ て韓 国語 ・朝 鮮 語 を 口本 語

に 翻 訳す る の が 、 比較 的容 易 で あ る の は 要実 だ が 、似

て い るが ゆえ に 落 と し穴 もあ る。

 そ の まま 単 語 を 謄 き換 え て い け ば か な り意 味 が 通 じ

る た め 、 い わ ゆ る 直 訳 に な りや す い の だ,、そ の 結 果 、

訳 文が韓 国 語 式 の 日本 語 に な りが ち で あ る,,

 1つ は漢 語 の 動 詞 が 多 くな る こ とで あ る,,

 fi本 語 の 語 彙 に 占め る 漢 語 の 比 率 は50%前 後 な の

に 対 して 、 韓 国 語 は70%に 達 す る と 言わ れ る。 そ の

た め 、 直 訳 して い る と漢 語 の 多 い 日本 語 とな り、 か な

り固 い 文f一に な りが ち だ。

 「14～16世 紀 に か け て 西 ヨー ロ ッパ の 各 地 で は

ル ネ サ ン ス運 動 が 展 開 され た」

 韓 国 語 を 直 訳 した 文 章だ が 、 一 口見 た 限 り悪 い 文 章

で は な い し、 意 味 もは っ き りと伝 わ る。 と こ ろが 多 少

固 い イ メー ジ をIIめ な い。

 「展 開 」 とい う漢 語 の 代 わ りに 「ル ネサ ン ス運 動 が

起 きた 」 と訳 せ ば な ん ら違 和 感 を 与え ない ま まや さ し

い 表現 に な る。

 「会社 で は 人 員整 理 を進 行 させ て い る」

 「進 行 」 とい う漢 語 も韓 国 語 で は よ く使 われ るが 、

注 意 す べ き 単語 で あ る、,日本 語 で は 「行 う」 「行 わ れ

て い る」 とい った 表現 に 訳 した ほ うが こ なれ た 感 じを

与え る。

 韓 国 で は 「○ ○ 化 」 と い う表現 や 「○ ○ 的 と い う」

表現 が か な り多 いが 、 これ ら も 日本 語 ら し く訳 す べ き

だ ろ う。

 「蒸気 機 関 の 使 川 は 英 国 の産 業 発 展 を加 速 化 させ た 」

と い う韓 国 語 の 文亭1は、 「蒸 気 機 関の 使 川 は英 国産 業

の 発展 を加 速 させ た 」 も しく は 「発 展 を促 した」 と訳

す べ きだ ろ う,,

 ほか に も 「人間 の 姿 を描 写 した 作 品」 で は 、 「描 写 」

とい う漢 語 の代 わ りに 「描 い た」 とい う固有 語 を使 う

と柔 らか くな る。 「継 承 す る 」 を 「受 け継 ぐ」 、 「統

制 を強 化 す る」 を 「統制 を強 め る」 、 「国が 滅 亡 した 」

を 「国 が滅 ん だ 」 、 「地 中海 の 制 海 権 を掌 握 して 」 →

「地 中海 の 制海 権 を握 っ て 」 な ど も同 様 の 例 で あ る。

訳 で漢 語 を使 っ て は な らな い とい うこ とで は な く 、 日

本 の固 有 語 と うま く ミ ック ス して 使 うべ き だ。

 2つ 目は 日本 語 に 多 い 受 動 態 が 使 わ れ な く な る とい

う こ とだ.韓 国 語 は 日本 語 ほ ど受 動態 表現 が 多 くな く、

能 動態 に な る,,そ の た め 表 現 は 明 確 で 、簡 潔 で 力強 い

文に な りや す い 。 そ れ をそ の ま ま訳 す 場 合 も あ る が 、

主 語 を変 えて 受 け身 表現 にす る こ と も必 要 だ。

 「1941年 、 日本 が フ ラ ン ス領 イ ン ドシ ナ を 占領

す る と、 ア メ リカ、 イ ギ リス 、 中 国 、 オ ラ ン ダ は 日本

に 対す る経 済 封 鎖 を 行 っ た」

 この よ うな 韓 国 語 文 は 、 「1941年 フ ラ ン ス領 イ

ン ドシナ を 占領 した 日本 は 、 ア メ リカ 、 イ ギ リス 、 中

国 、 オ ラ ン ダ に よ っ て経 済 封 鎖 を受 け た 」 な ど と訳 す

こ とが で き る。

 「子ど もが 泣 い た の で 、仕 方 な く父 は家 族 を 動 物 園

に 連 れ て 行 った 」 は 「fど もに泣 かれ て仕 方 な く父 は

家 族 を 動物 園 に連 れ て 行 っ た 」 と直す こ とが で きる。

 3つFlは 、 尊敬 語 の扱 い で あ る、

 韓 国 語 と 口本 語 で は尊 敬 語 の使 い 方 が 大 き く異 な る。

韓 国 語 の 場 合 、 絶 対 尊 敬 語 と言 っ て 誰 の 前 で も尊 敬 す

べ き 人の こ と は 尊敬 語 を使 っ て 話 す。 た とえ ば 、 取 引

相 手 か ら 「社 長 さん は今 、会 社 にい ら っ しゃ い ます か」

と聞 か れ た ら 、 た とえ 自社 の 社 長 で も 「は い 、 い らっ

しゃい ます 」 と答 え る。 また 「お 父様 、お 元 気 で す か」

と他 人 に尋 ね られ た ら、 自分 の 父 で も 「い い え、 うち

の 父 さ ん は今 入院 され て い ま す 」 と 言 う。 これ は 話 す

相 手 に よ っ て 尊敬 語 が普 通語 や 謙 譲 語 に 変 わ る、 日本

の 相 対 尊敬 語 とは違 う。

 この よ うな 文 章 の翻 訳 は 当 然 の こ とな が ら 日本 語 に

な ら って 直 され な けれ ば な らな い。

 「わ が 社 の社 長 が ご挨 拶 を され た あ と、 貴 社 の 代 表
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の 方 か ら ご講 演 を い ただ き ます 」 は 「わ が 社 の 社 長 が

ご挨 拶 申 しLげ た あ と、 貴社 の代 表 の 方か ら ご講 演 を

い た だ き ます 」 とな らな けれ ば な らない 。

 韓 国 語 の 翻 訳 で 苫労 す る と こ ろ は 、 ひ と こ とで韓 国

語 ・朝 鮮 語 に 慣 れ て しま うと、 そ の訳 文 が 日本 語 と し

て 多 少 不 自然 な と こ ろが あ って も 、意 味 が}一分 通 じる

た め そ の ま ま見 過 ご して しま うこ とが 多 い こ とだ。 そ

の た め 、 た え ず 純 粋 な 日本 語 に多 く触 れ る こ とで 、韓

国 語 と 日本 語 の 表 現 の 違 い に い つ も敏 感 に な る こ とが

大切 で あ る。

 た とえ ば 、 「八 方 美 人 」 とい う四字 熟 語 は 、 日本 語

で は 「だれ に 対 して も如 才な く振 る舞 う」 こ と を意 味

す る が 、 韓 国 ・朝 鮮 語 で は 、 「多 芸 多 才で あ る」 こ と

を表 現す る 言葉 だ 。 この よ うな 違 い を忘 れ て そ の ま ま

直訳 した ら、意味 の通 らないお か しな文 章になって しま う。

 以 上の こ とを踏 まえ 、 韓 国 語 翻 訳 の あ るべ き品 質 レ

ベ ル を 考 え る と、 や は り 日本 語 ら しい 表 現 で あ る こ と

を 前提 と し、 それ ぞ れ の 翻 訳 分 野 で 求 め られ る 基準 を

ク リアす る こ とだ と思 う。た とえ ば 、科 学 技 術 ・歴 史 ・

社会 な ど非 文芸 分 野 の 文 章 で は 、if: さ とわ か りや す

さが 生命 に な る が 、 小 説 や 詩 な ど 文学 作 品 で は 、多 少

原 文 の表 現 は 変 え て で も 日本 人 に とっ て 白然 に 受 け入

れ られ る感 情 表 現 にす る こ とが 求 め られ る,,た とえ ば 、

生活 にお い て 韓 国 人 は 日本 人 よ り自分 の 感 情 を は っ き

り と表す 。 肉 親 が 亡 くな っ た と きに も、 大 きな 声 と身

振 りで悲 しみ を い っ ぱ い に表 現 す る の が 普通 だ 、 ・方 、

日本 で は感 情 を押 さえ た ほ うが 美徳 と され 、 人 を感 動

させ る,,周 りに他 者 が い る と きは な お さ らだ,し た が

っ て 韓 国 の 文 芸 作 品 を 訳 す と き、 口本 人が 感 情 移 入 で

き る よ うに 必 要 に応 じて 多 少 押 さ えた 表現 に す る ほ う

が 、 文 芸 作 品 の趣 旨 、 つ ま り読 者 に 感 動 を 与え る と い

う本 来の 目的 に 合 う。

 機 械 翻 訳 に つ い て 、 私 は 政 治 ・経 済 な ど非 文芸 分 野

の 翻 訳 で は 利 川 して い るが 、 文学 作 品 の 場 合は 、 い ま

だ利 用 で き る よ うな 翻 訳 ソ フ トに 出 会 えず に い るの が

現 状 で あ る。

 非 文 芸 もの の 翻 訳 で は 、機 械 翻 訳 で もか な りのil:確

さ と 日本 語 ら しい 表 現 が ・丁能 に な って い る、, ・か らす

べ て 自分 で 訳す よ り、機 械 翻 訳 に よ って 一日.訳され た

も の を修[ilし て仕Lげ る ほ うが 、 所 要 時 開 が か な り短

くて済 む、,機械 翻 訳 した あ との修il:で は 、 同 単 語 の 修

正 を 文 章全 体 を 「選 択 」 して 「置 き換 え 」 で ・挙 に 処

理 す る機 能 な ど、 各種 テ ク ニ ッ クを駆 使 すれ ば 、 さ ら

に時 間 短縮 は 可能 に な る。

 ただ 表現 の 自然 さ 、感 情 の つ な が りを 屯視す る 文芸

も のの 場 合 は、 ・次 翻 訳 を機 械 に して も ら うよ り、 自

ら ・歩 ず つ 積 み 重ね て い く 方 が現 段 階 で は 効 率 的 な よ

うで あ る。

 また 機械 翻 訳 で は 、L記 した 韓 国 語 翻 訳 で の 沼こ意 匹ll:

項 、っ ま り漢 語 を減 らす こ と、受 動態 や 相 対 尊敬 語 へ

の 変換 な ど も不 卜分 で 、これ か らの 課題 と 言え るだ ろ う,、
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一
機械翻訳シンポジウム 「機械翻訳研究の課題 と新方式の展望」参加報告

株式会社東芝 住田 一男

 編 岡 大 学 理 学 部 柴 田勝 征 研 究 室 が 主催 した 掲 記

シ ン ポ ジ ウ ムが2009年10月31日 と11月1日 と

の2日 、 福 岡 大学 セ ミナー ハ ウス に て開 催 され た 。

報告 者 は 、パ ネル デ ィ ス カ ッシ ョンの パ ネ リス トと

した参 加 した 。本 報 告 で は 、シ ン ポ ジ ウム の 概 要 に

つ い て述 べ る。

シ ン ポ ジ ウム 概 要

 1日 目に は 、 日本 大 学 ・新 田義 彦 先 生 に よ る基 調

講 演 に 引 き続 き 、パ ネル デ ィス カ ッシ ョン(パ ネ リ

ス ト:奈 良先 端 大学 院 大学 ・乾 健 太 郎 先 生 、福 岡 大

学 ・柴 田 勝征 先 生 、 日本 大 学 ・新 田義 彦 先 生 、新 潟

大 学 ・宮 崎 正 弘 先 生 、筆 者 、 司 会:佐 良 木 昌 先 生)

が行 われ た。2日 目に は 、福 岡 大 学 ・首藤 公 昭 先 生

な らび に桜 美 林 大 学 ・青 山 文啓 先 生 の 招 待 講 演 に引

き続 き 、機械 翻 訳 シス テ ム の紹 介 とデモ が 、岐 阜 大

学 ・池 田尚志 先 生 、鳥 取 大 学 ・徳 久 雅 人 先 生 、新 潟

大学 ・宮 崎 正 弘 先 生 、福 岡 大 学 ・柴 田勝 征 先 生 か ら

行 われ た。 参 加 者 は40名 弱 と小 規 模 な シ ンポ ジ ウ

ム で は あ っ た が、活 発 な 質 疑応 答 が行 われ 、有 意 義

な もの で あ っ た。

基調講演(新 田先生)

 「機械翻訳の新方式の展望」という表題で、先生

が20数 年前に試作された翻訳システムの訳出と、

現在の商用 ソフ トウェアとの訳出とを対比し、現在

の商用 ソフ トが善戦 しているものの さらなる改善

が必要であると指摘された。また、現在の商用ソフ

トは ド訳や参考訳、外国文献の通覧などには有効で

あるが、今後さらによいものとしていくには、翻訳

実務に携わってお られ る方の翻訳過程を地道に研

究し、定式化するとともに、それら翻訳実務家の知

見や要望の取 り込みが必要であると主張された。

パネルデ ィスカッション

 今回のシンポジウムのテーマである 「機械翻訳研

究の課題 と新方式の展望」とい うテーマで、各パネ

リス トがプレゼンテーションを行った後、フロアか

らの質疑を交え議論を行った。

 乾先生は、「次の10年?」 という表題で機械翻訳

の外側から見るという立場で、自然言語処理、統計

翻 訳における フレー ズ解析の利用やSemantic

Role Labelingな どの意味処理の研究について技術

動向を示 された。これらの技術は単一の言語を対象

としたものであるが、統計翻訳を含む今後の機械翻

訳は、この進化した意味解析技術を取り込んで行く

ことで高精度化が図れるのではと主張された。

 柴 田先生は、「英和機械翻訳の困難性」 とい う表

題で、英単語の多品詞の問題、英文中の関係詞に起

因す る品詞解釈や構文の曖昧性の問題、英語熟語と

日本語訳との間での語順や構造の不一致の問題な

ど、事例に基づいて英和翻訳での課題 を列挙される

とともに、統計処理や機械的な推論だけでは訳せず

文脈の考慮が必要な事例を示された。

 報告者は、「機械翻訳の現状 と展望」とい う表題

で、企業の研究者 とい う立場か ら、実用システムと

して製品化されている規則翻訳技術に基づく機械

翻訳 ソフ トの適用領域 とその課題について述べる

とともに、新 しい応用としての音声翻訳システムに

ついて述べた。今後の技術の、従来の規則翻訳とと

もに、統計翻訳とをそれぞれ有効な特徴を使い分け

てアプローチしていくことが重要と主張 した。

 宮崎先生は、「高品質な機械翻訳システムを目指

して」とい う表題で、日本語文の書き換えに基づく

日英翻訳について紹介 された。英訳が困難な日本語

文の書き換えを行 うことにより、適切な英訳を行 う

日英翻訳試作システムの課題 として、訳語選択や多
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義性解消において、連想型の知識ベースの構築と利

用をあげられた。

 以上のポジション発表に引き続き、フロアからの

コメン トや質疑に基づく議論では、大規模なタグ付

きコーパスや対訳 コーパス構築の重要性 と正確性

についての問題点、統計翻訳と規則翻訳のそれぞれ

の得失など活発な議論があった。今後の翻訳精度の

向上には意味解析の深耕を地道に進めていくこと

が必要であり、近年の統計翻訳中心の トレン ドに批

判的な主張があった一方、統計処理や強力な機械学

習により単言語での意味解析についての近年の進

化は積極的に活用すべきとの主張があった。

招待講演(首藤先生)

 「処理単位としての言語表現一NLPへ の遥かな

る道一」とい う表題で講演 された。「赤の他人」「油

を売る」「警鐘を鳴 らす」「風前の灯」など、口本語

の慣用句や決ま り文句を継続的かつ精力的に収集

するとともに、それら表現の構造を分析 し(読み、

構成する単語0)境 界、異表記、文法や意味的な機能、

格構造など)、その構造情報を記述 した知識ベース

化を進められてきた。

 現状の市販の機械翻訳では、このような慣用的な

表現が入力された場合は直訳となる。あるいは、そ

の表現が用例に登録されていたとしても構造 とし

て認識 していないため、語の挿入などの変形に対応

できない場合が多く、不適切な訳が出力される。慣

用的な表現を複単語表現(Multiword Expression)

として認識することにより、機械翻訳が適切な訳出

が可能となる。

 慣用的な表現の意味の記述は、統計処理では扱い

がたい問題であ り、これを継続的に収集 ・整備 され

てきた先生のご努力には頭が下がる思いである。今

後ぜひ公開されることを期待したい。それにより、

機械翻訳にとどまらず、仮名漢字変換、大語彙連続

音声認識な ど様 々な自然言語処理アプ リに適用さ

れ、それらの精度向 ヒにつながるものと考える。

5

招 待 講 演(青 山 先生)

 「単 語 と して 形 容 詞 が持 つ 情 報 」 とい う表題 で 、

IPAL辞 書 の編 纂 を行 われ て き た ご経 験 に),1づ き 、

述 部 が 形 容 詞 で あ る場 合 の 文 に つ い て 、形 容 詞が 支

配 す る 語 との統 語的 関係 に 関 して 、そ の 関係 を記 述

す る 上 で 問 題 の あ る多 くの 事 例 を ご紹 介 され た 、,

IPAI.は 、動 詞 、 形 容 詞 、 名 詞 につ い て の 統 語 的性

格 に焦 点 を あ て て開 発 され た 辞 書 で あ り、これ まで

自然 占語 処 理 の 多 くの 研 究 で 活 用 され て い る、,意味

分 析 の 深 さ を再 認 す る機 会 と な る内 容 で あ った。

翻 訳 シス テ ム 紹 介

 ① 「日本 語 か らの ア ジア 諸 言語 へ の機 械 翻 訳 シ ス

テ ムjaw」(池 田 先 生)、 ② 「意 味 パ ター ン 翻 訳 シ ス

テ ム 」(徳 久 先 生)、 ③ 「日英 機 械 翻 訳 シ ス テ ム

Laurel」(宮 崎 先生)、 ④ 「US式 英 日機 械 翻 訳」(柴

田生 成)、 の4つ の 試作 シ ス テ ム に つ い て の説 明 が

デ モ を 交 え て 行 わ れ た 。

 ① で は 、口本 語 か ら中 国語 を 初 め と した複 数 の ア

ジ ア 言 語 へ の 翻 訳 に 取 り組 まれ て い る,,② は 、 整

備 ・蓄積 した 用例 パ ター ン に よ っ て 日本 語 の 大域 的

な 構 造 を 認識 し、英 語 に 翻 訳 す る こ とを特 徴 と して

い る。③ は 、訳 出 が 難 しい 口本語 の 表現 を等 価 な 表

現 に 書 き換 え る こ と に よ り安 定 した 英 訳 を 行 うこ

とを 特徴 と して い るD④ は 、英 語 教科 酵の1,5本 的 な

文を 中 心 に 分析 し、解 析 文法 を構 築 され て い る、、な

ど、 それ ぞれ 特徴 の あ る シス テ ム で あ っ た 、

む す び

 機 械 翻 訳 シ ン ポ ジ ウム 「機 械 翻 訳研 究の 課 題 と新

方 式 の 展 望 」の 参 加 報 告 を述 べ た。各 セ ッシ ョン と

も フ ロア か らの 質 問 ・コメ ン トの た め 時 間 が延 長 に

な るほ ど、 た い へ ん 活 発 な 議 論 が 行 われ た、、なお 、

本 シ ン ポ ジ ウ ム の 各 プ レゼ ン 資 料 に つ い て は 、

http:〃www 1.rsn。fukuoka-u.ac.iD1#MT2009

(201011124確 認)に ア ップ され て い る の で 、詳 細 に

つ い て は そ ち らを 参 照 して い た だ きた い 、



池原悟先生を偲んで

昨年末に鳥取大学の池原先生がお亡 くな りにな りました。まだまだご活躍 ・ご指導いた

だけると思ってお りま したのに、残念でな りません。 ここに池原先生の最後 のご寄稿 を

再掲 し、池原 先生のご功績を偲びたい と思います。

池原先生 との思い出をお話 しす るのには、私は適任ではない とは思いますが、数年前に

ヨー ロッパの会議で池原先生 と同 じホテル に宿泊 してお り、先生 と奥様が街 を散策に出

られる ところにエ レベータホールでお会い し、お元気 になられたのだな と後ろ姿をお見

送 りした ことが思い出 されます。最後にお会い したのは鳥取大学で開催 された昨年の言

語処理学会の折で、長尾先生か らの 「お身体に気 をつけて」 とのお言葉をお伝 え した と

ころ、長尾先生に気にかけていただける とは光栄ですね、と喜んでお られま した。

口本語語彙大系をは じめ、池原先生の数 々の業績 を私たちは十分には活かせていない よ

うに思います。機械翻訳の技術向上のためにも、先生の ご研究を学び、発展 させてい き

たい ものです。

アジア太平洋機械翻訳協会会長 井佐原 均
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非線形言語モデル と重文複文の意味類型パターン化

鳥 取大 学ll学 部 知 能 情 報n学 科 池原 ・卜、'チ

1.研 究 の背景 とあ らま し

 機 械翻 訳 では 、最近 、統 計翻 訳方式 が 注 口され てい るが 、

日英 言語 の よ うに 異な る言語 族 間 で品 質の 良 い翻 訳 を 実

現す るのは難 しい。実 用 シ ステ ム の多 くは 、依然 と して要

素合 成法 を基 本 とす る トラ ンス ファー 方式 が中心 で 、統合

構造 と意 味 を分離 して翻 訳す るた め、原 文の 意味 が失 われ

る点 に問題 が あ る。

 これ に対 して 、パ ター ン翻訳 と用例 翻訳 は 、統語 構 造 と

意味 を一 体的 に扱 う方式 であ り、高 品質 の翻 訳が期 待 で き

る。 この うち、パ ター ン翻訳 で は、あ らか じめ、パ ター ン

間 の意 味的 な排 他 性 を 考 えた 大規 模 なパ ター ン辞 書 を開

発す る必 要の あ るが 、用例翻 訳 は、構 造的 に ・致 す る対 訳

用例 の 中 の意 味的 に類似 す る単語 や表 現 を 置 き換 え て訳

文 を得 る方法 で あ り、あ らか じめパ ター ン辞書 を準 備す る

必要 はな い。しか し、用 例 中の 要素置 換 の 可否 は用 例毎 に

異な るた め、そ の 判定 を 自動 化す るこ とが難 しい。この問

題 を解 決す るに は、各川 例 に対 して あ らか じめ置換 可能 な

要素 を指 定 してお けば よい が、その 方法 は、結 局 の とこ ろ

パ ター ン翻 訳 に帰 着す る。

 また、最 近 、認 知 、}語学 のCognitive Grammar(ラ ネ

カー 等)やConstruction Grammarの 方法(フ ィルモ ア

等)が 注 目され るが、構 造的 な意 味 の 単位 を決 定す る基 準

が曖 昧で 、[:学 的適 用 が困 難で あ る。

 と ころで、 表現構 造 と意 味 を 一体化 した方法 と して は、

すで に、日英機 械翻 訳 システムALT-JIEに お いて 、単文 構

造 を対象 と した表現 意味 辞 書 「口本語 語彙 体 系」が 開発 さ

れ て い る。これ に よ り、日英機 械 翻 訳にお け る単 文の意 味

的な 訳 し分 け の問題 は ほぼ解 決 で きた と見 られ るが、この

辞書 は、動 詞 と名詞 を 中心 と した 表現(客 体 的表 現)の 意

味 を結合価 パ ター ンの形 式 に ま とめ た もので 、助詞 や助 動

詞 の 表現(主 体 的 表現)の 持 つ非線 形 な意 味 が失 われ る こ

とが 問題 であ った。 また 、従 来の機械 翻 訳で は、重 文や 複

文 の よ うな長 い表 現 の翻 訳 が特 に 不得 手で あ るの に対 し

て、これ らの 文に 対す る表現 意味 辞 書は存 在せ ず 、依然 と

して 要素合 成法 に頼 らざ るを得 ない点 が 問題 であ った。

 そ こで、筆者 等 は、これ らの問題 を解 決す るため 、,㌃語

表現 の構 造 と意味 の関係 に着 口 した 「非 線形 :ILI I IIIIモデ ル1

を提 案 し、重 文 と複 文に対 す る 「意 味類 型パ ター ン舌鰭 」

を開 発 した。 この研 究 は 、科 学技術 研 究機構(JST)が 推

進 す る創造 的 基礎研 究推 進 事 業(CREST)の 一つ で 、5

年 計 画で実 施 した もの であ る,,

 この研究 で は、 日英対 訳 文(100万 件)か ら、 眠 文複 文

の対訳 文(15万 件)を 抽 出 し、 それ に含 まれ る線 形 な 表

現 要素 を単 語 レベ ル 、句 レベ ル 、節 レベル の3段 階 で汎化

す るこ とに よ り、合 計22.7万 件 の 対訳 バ ター ン辞 井を実現

した。得 られ たパ ター ンは、 ・つ ・つが 、日本語 表現 の意

味 を掬 い取 る網 の よ うな もの で あ る。そ こで、重 文複 文の

表 す意 味の 体系 を構築 し、各パ ター ンに該 当す る意味 コー

ドを付 与す る こ とによ って 、パ ター ン とそれ に よって掬 い

取 られ る意 味の 関係 が明 らか に な るよ うに した,

 以 ト、本稿 では 、この研 究の概 要につ いて紹 介す る,ま

だ さま ざま な問題 を残 して い るが 、既 に80%近 い被覆 率

が 達成 され てお り、 実用 的価 値が1切待 され る,

2.言 語表 現 の持 つ意 味 とは何 か?

 本研 究で は、構 成 部分 の意味 か らだ けで は全体 の意 味が

説 明で きな い よ うな 表現 を 「非線 形 表現 」とい う、、非線 形

表 現は 、それ を構 成要 素 に分解 す る過 程で 元の 表現の 意味

が 失われ る。既 に述 べた よ うに、従 来のt-tri un i処理 にお け る

最 大の 問題 は、実際 の,亨語で は 、非 線 形表現 が 多い こ とで

あ る。

 この よ うな非線 形 表 現 は 言語 に限 らず さ まざ まな 表現

に存在す る。心理 学 では 、この よ うな現 象 はゲ シュ タル ト

と呼ばれ 、古 くか ら1こ要な研 究対 象 と され て きたが、言語

処 理で は、非 線形 表現 はや っかい な もの と して避 け、依 然

として 要素合 成法 を前提 と した研 究開 発が 行われ て いる,

 ところで 、分解 す る' 程 で意 味 が失 われ る と言 うこ とは 、

「表現 の構造 が意 味 を持 つ」と言 うこ とで あ るか ら、非 線

形 表現 の処理 に挑 戦す るには 、 「表現構 造 の持つ 意味 とは

何 か」 につ いて 明 らかにす る必 要があ る 、そ こで、 主ず 、

7



この問題 につ い ての本研 究 の考 え方 を説 明す る。

(1)言 語 の本 質 は何 か?

 まず 、 「言語 の本 質 は何 か?」 につ いて考 え る。 この 問

題 は あ ま りに も初 歩的 で 、今 更 と思 われ るか も しれ ない が 、

現 実 には、言語 と記 号の区別 さえ明確 に意 識 され ない研 究

が 見 られ る。

 さて、言語は 表現の 一種 で あるが 、絵画 や 音楽 も表現 の

種 であ る。そ こで、表現 を図1に 示す よ うに、 「感 性 的

な表現 」と 「超感性 的 な表 現」に分 類す る。 前者 は五感 に

訴え る表現 であ り、後 者は理 性 に訴 え る表現 であ る。視 覚

に訴 え る絵画 や 聴覚 に訴 え る音楽 は いず れ も前者 の表 現

であ るの に対 して、記 丁,一一(地図や 道 路標 識等)や 言語(自

然 、語)は 、後者 の表 現 であ る。

表現 感陸的表現

IL感に 訴 える

團 視覚・訴・・

感性的表現

音楽 聴覚に訴える

  理性 に訴える

図1.表 現の 分類

記号 局所的約束

論 社会的約束

 こ こで 、問題 とな るの は、 記 丁;と言語 との違 いで あ る。

いずれ も、表現 と意 味の 関係 につ いての約 束 を背 景 とす る

表現 であ るが 、記 号の場合 、約 束の 適用 範囲 は局所 的 で あ

り、原 則 と して使 用す るに 先 ウ1って定義 を必 要 とす る。こ

れ に 対 して 言語 の約 束は 、当該 言語集 団 の 中にお いて 自然

発'1:的に成 立 した慣 習で あ り、原則 と して定義 す る こ とな

しに使 川 でき る。す なわ ち、記 号と言 語 の本質 的 な違 いは、

社会 的 に 共有 され た約 束 に 支 え られ た表 現 で あ るか否 か

にあ る と考え られ る。

 ところで 、言語 が社 会規範 として の言語 規範 に支 え られ

た理性 的 表現で あ る以L、 言語 処理研 究の第1の 課題 は、

、ヤ語 規範 の特 徴 と性 質 を解 明 し体 系 化す る こ とだ と言 え

る.そ こで 、言 語規範 を 「意味 的 な約束 」 (表現 と意味 の

関係 に関す る約 束)と 「文法 的約 束」(語 σ)並び に関す る

約fl)に 分 け る と、後 者 は前者 の約 束に 共通 した構 造 上の

特 長 を取 り出 した もので あ り、 二次 的 な約 束 と言え る。

 従 来の 言語処理 は 、一二次 的な約 束 を一次 的 な約束 とみ な

し、本 来の 一次的 な約 束の 体系 化 を棚 上 げ して きた嫌 いが

ある。

(2)言 語表現の意味とは何か?

  ・次的な約束を体系化するには、言語表現と意味の関

係を明確にしておく必要があるが、言語表現の意味につい

ては、言語哲学的にも混乱した状況にあり、定説が存在

しない。

 このような現状の中で、三浦つとむは言語過程説におい

て 「関係意味論」を提唱している。この意味論は、 「言語

表現とそれに対応づけられた話者認識の関係」を表現の意

味とするものである。 「対象」、「話者の認識」、「表現」、

「聞き手の解釈」など言語実体のいずれも意味とはせず、

それらの関係を意味としている点でユニークな説と言え

るが、「実際に使用された表現に対してのみ定義されるこ

と」、 「意味は、それぞれの表現に固有で、客観的であり、

解釈によって変化するものでないこと」が、計算機処理に

とって好都合である。そこで、以 下では、 「関係意味論」

に基づき意味的約束の性質を明らかにする。

(3)概 念とはどのようなものか?

 関係意味論に基づき、言語表現の意味は、言語表現とそ

れに対応づけられた話者の認識との関係であるとする。表

現に対応づけられる認識は概念だと考えられるが、そのよ

うに断定して良いかについては、解決しておくべき問題が

ある。そこで、概念と表現の関係について検討する。

 さて、概念は一般に、 「対象の持つ特殊性を普遍性の側

面から採 り上げた認識の単位」である。言い換えると 「対

象の持つ個別的特徴を捨象し、必要不可欠の要素を統 一体

として捉えたもの」と言うことができる。

 占語表現と概念の関係を考えるには、「認識としての概

念」と 「言語規範としての概念」の違いを明確にする必要

がある。前者は、話者の認識の中で形成された概念であり、

後者は、各言語において規範として成立している概念であ

る。言語表現では、話者認識の中で概念化に成功 した内容

が必ず しもそのまま言語で表現できるわけではない。言語

規範として成立している概念を介してのみ初めて言語で

表現することができる。この違いは、三浦つとむが 「概念

の一二重性」と呼んでいるものである。

 言語意味処理の研究において、どちらの処理を目指すか

によって大きな違いが生じる。前者の処理では、 「世界知

識に関する知識ベース」が必要となるのに対して、後者は、

「表現と概念に関する知識ベース」があれば実現可能と見

られる。筆者はこの違いに着目して、前者の処理を 「意味

理解」、後者の処理を 「意味解析」と呼んで区別 している

が、本研究では、後者の概念を意味処理の対象とする。
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(4)言 語表現は概念を表すか?

 さて、 「果たして、言語表現は概念化された認識を表す

と言って良いか」の問題に戻ることにする。言語表現にお

いて単語が概念を表す点については異論のないところで

あるが、問題は、 「複数の単語からなる表現も概念を表す

か」について、従来、明確な議論が見あたらないことである。

 時枝誠記は、言語過程説において本居宣長の 「玉の緒の

理論」を引き継ぎ、日本語表現を 「客体的表現」と 「主体

的表現」に分類 したが、前者を「概念化された客体の表現」、

後者を 「概念化されない主体の感情や意思の表現」と説明

している。これは、言語において概念化されない認識の表

現を認めたものである。 三浦つとむは、これを修正し、ど

ちらの表現も概念化された認識の表現だとしている。

 言語が理性的な表現であることを考えると、概念化に成

功しない認識が言語で表現できるとする考えには矛盾が

ある。筆者の考えによれば、 「客体的表現」と 「主体的表

現」との違いは、対象と主体との間に対峙関係が存在する

か否かの違いによって説明できる。そこで、本研究では、

「客体的表現」、 「主体的表現」共に概念化された認識の

表現であると考え、概念化されない認識は言語では表現さ

れないと考える。

 以上の議論により、複数単語から構成される言語表現も

概念を表すと考え、本研究では、r語 表現から見た概念を

以下の2種 類に分類する。

■単一概念=単 一の単語で表現できるような概念

■複合概念=複 数単語の表現(句 、節、分など)に よって

     表される概念

 この分類は、言語表現の形式に着目した分類でありあく

まで相対的である。 「単 一概 念」は、内部構造を意識 しな

いまでに抽象化された概念であるのに対して、 「複合概

念」は、内部構造を意識 した概念、すなわち適切な単語で

表現できないため、その内部構造まで意識して複数単語の

表現に対応付けざるを得ない概念である。

 言語では、新語の意味を文中で定義 して使用したり、一

度述べた内容(複 合概念)を 代名詞(そ れ、これ、等)で

表現したりするが、これらは、複合概念を単一一化する仕組

みの一部である。

 以上から、認識、概念、表現の関係は図2の ようにまと

めることができる。

國 に鶉 → 繍 謬鰯
 

r

＼
國

→

言語表現への

対応付け失敗

言語表現へ
・単一概念(単 語)

・複合概念(表 現)

被 言語表現

(身振 り、手振 り、

揚、表情)

表現されない認識

図2.認 識 ・概念 ・表現 の関係

(5)言 語 表現 の構造 も概 念 を表 すか?

 前節 では 、複数 単語 か らな る 表現 が 表す概念 を 「複 合概

念 」と呼ぶ こ とを述 べた。そ こで 、い よい よ、 「表現構 造

も概 念 を表す と言 えるか?」 につ いて 考 える。

既 に述 べた よ うに概念 は 、 「対象 の特殊 性 を 普遍性 の側

面 か ら採 り上げ た認識 」であ る。対象 の持 つ 普遍性 を どの

レベ ル で捉 え るか に よ って、概念 間に階 層関係 が 生 じる、,

例 えば 、 「太 平洋 は 日本海 よ り広 い,,」 、 「富1:山 は 大山

よ り高 い。」 に共通 す る概 念 を 「相 対比較 」 と呼び 、 「相

対比 較」 と 「絶 対比 較」に共 通す る概 念 を 「比 較」 と呼 ぶ

こ とが でき る。

 これ に対 して、「亨語 表現 の構 造 は、表現 の形 式 を表す も

の であ り、個別 的 な 言語 表現 を抽 象 化 した もので あ る、、個

別 的な概 念 を表す 表現 を抽 象化 すれ ば 、よ りL位 の概 念 を

表す 表現 に な ると考 え られ る,,この ことか ら、それ ぞれ の

レベ ル の概念 に はそれ に 対す る表現 の形 式が 存在 し、逆 に、

表現 の形 式 には 、それ に よって 表 され る概 念 が対応す る と

考 え る ことが で き る。

 以 一ヒか ら、個 々の言 語 表現 と同様 、表現 構造 も概念 を表

す と言 って 良い こ とが 分 か る。但 し、以 トの議論 は、概念

化 に成功 した認識 のみ が 、言語 で 表現 され るこ とを前提 と

してい る。概念 に は、表 現や 表現構 造 が対応 す るが 、逆 に 、

言語 表 現や 表現構 造 の どの よ うな 部分 を切 り出 して もそ

れに対応す る概念 が存ネ1する1ヲくではないので注音が必要である,

3.非 線形 言語モ デル とパ ター ン化

 本 章 では 、この モデ ルの概 要 と重要 な性 質 のい くつか に

つ いて説 明す る。

 なお 、前 章で述 べ た よ うに 、表現 の表 わす 内容 は概 念 で

あ る。従 来の 言語 処理 で は、表現 の表 わす 内 容を意 味 と呼

ん でい る場合 が 多い の で、それに倣って、以 ドでは、表現の

表す概念、を意味 と呼ぶが、それは本来び慮 味でない ・1、〔に注 意す る、
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3.1 言 語表 現 の線 形性 と非線 形性

 「人間 は対象 を概 念化 す る過程 で ある種 の フ レー ム ワー

クを使 用 して い るこ と」、また 、 「そ の フ レー ム ワー ク と

しては話者 の母国 、ζ語 の表現 の枠 組み が用 い られ る こ と」

が指 摘 され てい る(有井1987)。

 ところで 、話者 が思 い浮か べ た表現 の フ レー ム ワー クに

は 、他の 要素 に置 き換 え る と全体 の意 味が 損 なわれ る要 素

と他 の代 替要 素 に 置 き換 えて も全 体 の意 味 は損 な われ な

いよ うな 要素 の2種 類 が存在 す る。

 そ こで、前者 を 「非線 形 要素」、後者 を 「線形 要素 」 と

区別 し、 「表現 要素 」と 「表現 」に対 す る 「線 形1生」、 「非

線形 性」 を以 ドの よ うに定 義す る。

<定 義1>線 形要 素 と非線 形要 素

 つ 以hの 代替 要素 が存 在 し、そ の要素 に 置 き換 えて も

「表現構 造 の意 味」が 変化 しな い よ うな要 素 を 「線形 要 素」、

それ 以外 の 要素 を 「非 線形 要素 」 と定義す る。

〈定義2>線 形表 現 と非線 形表 現

 「線形 要素 」のみ か ら構 成 され る 言語表現 を 「線 形 な表

現 」、1つ 以 上の非線 形 要素 を有す る 言語表 現 を 「非線 形

な表現 」 と定義す る,,

 但 し、定義1の 「表現構 造の 意味」は 、前章 の結 論か ら、

「抽 象 化 された 複合概 念」で ある。上記 の定義 を現 実 の 言

語表現 に適 用す るに は、これ を記述 す る方法 を明確 化す る

必要がある。

 ところで、計算機では、どのような意味記述も単に記号

にしかすぎないから、意味論的に矛盾のない記号体系で表

現できればよい。本研究では、日英機械翻訳を考え、日本

語表現の意味を英語表現で定義する。このように、言語表

現の意味を他の自然言語で定義する場合、定義に使用した

言謝 則での意味的な多義が問題となる。しかし、機械翻訳

の場合は、翻訳結果の意味を理解するのは目的言言剖則の人

間であるので、あまり問題にはならないと考えられる。

 図3に 日英対訳文の例を示す。原文は、 「何かの事象の

直後、誰かが何かの行為をする」と言う 「事象問の関係」

(「抽象化された複合概念」)を 表す 日本語の表現で、そ

の意味は英語表現で定義されている。単 概念である 「彼

女」、 「大学」などには、代替可能な要素が存在し、それ

を置き換えても「抽象化された複合概念」(英語表現構造)

は変化しないから、これらは線形要素である。

3.2 非線形要素の基本的特徴

 前節の定義では、線形要素は以Fの5つ の重要な特徴を

持つことが指摘できる。これらの特徴から、パターン化の

ための重要な指針が得られる。

<特 徴1>線 形要素の言語ペア依存性

 言語表現の意味を別の言語表現で定義 しているため、

口本 文

零 は
代 替 要 素 の 変 域 私 、 彼 、 …

対応 す る変域

‡

大学 を 卒 業す る とす ぐ 地 兀の 小 さな会社 に勤 め た。

中 学 、 高 校 、 …

   ～

東 京 の 会 社 、銀 行 、 …

      ＼
1,he,・,・ junior high school, high school,…  company in Tokyo, bank,

英 語 に よ る 意 味 定 義 On graduation from college, she 'oined  a small local company

                     図3.

線形要素の数や範囲は、㌃語ペアに依存する。同族、錆吾の場

合は線形要素の範囲が増大し、異なる言語族問では減少す

ることが 予想されるが、これは言語による翻訳の難易性の

違いを反映している、,

〈特徴2>線 型要素の相互独立性

線型要素は代替要素にiき 換えても全体の意味が変わらない

ことが条件である。この条1ノ臆 各線型要素毎に成・ン:しなければな

らないから、っの姻 講 造の中に複数の線墜要素がある場合は、

それらの線型要素澗のr矧系は相身独立でなければならな臨

線形要素の例

<特 徴3>代 替要素の有限性

 線形要素は置換可能だと言っても何に置き換えても良い訳で

はない。置き換え可能な範囲は、如齢勺、意粛 勺に制限されるか

ら、パターンではそれが 「変域」として明示される必要がある。

<特 徴4>線 形要素と非線形要素の相対性

 線形要素のみからなる表現が線形な表現であるが、要素

の範囲は任意に決められるから、表現全体の線形性、非線

形性は要素の選び方に依存する。従って、汎用的なパター

ンを得るには、線形要素が多くなるように工夫すればよい。
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要素と非線形要素から構成される。

<特 徴5>線 形要素と非戦役表現の同時性

 「線形要素」が線形であるのは、あくまで表現全体から

見たときの話であり、それ自身は非線形な表現であっても

良い。

3.3 非線形言語モデル

 前項で示 した特徴から導かれる言語表現モデルについ

て述べる。定義1に よれば、言語表現は 「非線形要素」と

「線形要素」から構成されるが、特徴4に よれば表現要素

の範囲は任意に選択できるから、意味のまとまる範囲の表

現(例 えば、単語、句、節など)の 中から 「線形要素」を

抽出することとする。このようにして抽出した「線形要素」

は、特徴5に より、それ自身 「非線形表現」でもよいから、

言語表現は、 一般に図4の ような言語表現モデルで表すこ

とができる。

 この図から分かるように、非線形表現に含まれる線形要

素を取 り出していくと、最終的には線形要素を持たない非

線形表現に帰着する。帰着した非線形表現は、単一の単語

の場合もあるが、置き換え可能な要素を持たない慣用句の

ような場合もある。

 以hか ら、非線形言語モデルでは、言語表現は、非線形

3.4 なぜ非線形な表現をパターン化す るか

 図2の 言語モデルで大切なのは、分解の各段階で出現す

る 「非線形表現」が意味のまとまる表現の単位だと言うこ

とである。要素分解によって元の意味を失わないようにす

るには、各段階の非線形表現に対する意味舌轄:を持てばよ

い。例えば、言語表現を文、節、句、lei.語のレベルに分類

し、その中の非線形な表現を対象とする表現意味辞辞を構

築すれば、文全体の意味をすくい取るための仕組みは ・通

り揃 うことになる。

 ところで、非線形表現を記述する方法であるが、

(1)非線形要素は通常字面表記が適していること

(2)線 形要素と非線形要素の出現川貞序は固定的な

場合が多く任意性が少ないこと

を考えると、バターンが適 している、、そこで本研究では、

意味のまとまる表現を対象にパターン化する,

4.文 型パ ター ン辞書 の開発

4.1 パ ター ンの記 述方 法

本 章 ではパ ター ン記述方 法 の概 要を説 明す る,、詳

非線形表現

原 文表現 多 ,さ グ 系 ['糸 形 一/、]

非線形表現

, i ボ 糸 多・2f

部分表現
'弄 多 

,ミ グ _
'i形 一〔

ノ、

非線形表現

ノ  ラ 糸 【 ク ・芝憂1

非線形表現

部分表現 , グ ー!ぐ 形 ,、

             非線 形表現

    部分 表現       三線形要 、

細 は 、 「意味 類 型 パ ター ン 記述 言語 仕様 書 」 を ご覧 頂 き

たい。

(1)パ ター ン化 の原則

 前 章で は、日本 語 表現 の意 味 を英語 表現 を用 いて 定義 す

る こを述べ た。 この 典型的 な例 は 、日英対 訳 文で あ る。そ

こで 、本研 究 では 、日英 対訳 例 文の汎 化 に よってパ ター ン

対 を作成す る こと と し、パ ター ン記述 言語 を 開発 した。

 ところ で、汎 化の 対象 となるの は 、線 形 な表現 要 素で あ

る。前章 の 定義 か ら、日英 対訳例 文にお いて 、線 形 要素 に

は ド記の もの があ る。

(1)英 謝 則に対応 す る 要素 が あ るもの

.ノ ラ iF

図4非 線 形 言 語 モ デ ル

(2)英 語側 に対応 す る要 素 はな いが 、削除 して も

   英 語表 現 は変化 しない もの

(3)元 の対訳 表現 に はな いが 、それ を挿 人 して も、1'関

   係 が変 化 しな い もの

(4)語 順 な ど構造 的 な変 更をT1っ て も英謝 則の構 造

  が 変化 しな い もの

 そ こで、日英対 訳 表現 を対 象に 、これ らに該 当す る部分

表 現 を抽 出 して汎 化 す る こ とに よ ってパ ター ンを生 成す

るこ と と した。

(2)パ ター ン記 述の 基本 的枠 組 み

 口英対 訳パ ター ンを記述 す るた め、

11



 (1)汎化の程 度 に応 じた記 述能 力 を持つ こと、

 (2)パター ン問で意 味的 な排 他 性が得 られ るこ と、

 (3)大規 模 な対訳 コーパ スか ら半 自動的 にパ ター ン

  が 生成 でき る こと

を 目標 にパ ター ン記 述言 語 を設計 した。パ ター ンの記 述 に

使川 され る要素は 、表1に 示 す よ うに字 面、変 数 、関数 、

記,,・の4種 類 で ある。

表1.パ ター ン記述 言語

識別される。

 また、表記の揺らぎや語順の任意性など、特殊な線形要

素は、記号を用いて記述する。

#

1

z

a

要素

字面

 変数
17種類)

 関 数

(157種 類)

 記11Fj

(10種 類)

種類用途

日本語文字、英語文字

1単 語変 数(9種 類)、② 句変 数(5種 類)、③

節 変 数(1種 類)・意味的 な制 終」条件あり

1語 形関数、② 時制、相、様相関数、③ 品詞

変換関数、④文型生成関数、⑤その他

1表 記の揺らぎ吸収、②任意要素の指定、

3語 順任意指定措、④位置変 更可能指定、

5省 略要素補完指定、⑥その他

 表現 要素 の うち、自)/.語的 な要素(単 語、句、節)で は 、

線形 な 要素 は変数 を使 用 して記述 し、非線 形 な要素 は 、字

面に よって 記述す る。

 これ に対 して 、付属 語的 な要素(助 詞 、状動 詞 な ど)で

は、線形 な 要素 は関数 を用 いて記 述 し、非 線形 な要 素は字

面 また は関数 で記 述す る、,

 関数 には 、非線 形な 要素 を指 定す る もの(字 面σ)代わ り

使 川 され る)と 線 形な 要素 を指 定す る ものが あ り、両者 は

区別 して使 用 され る。例 えば 、表現 には現 在形 で し力使 用

できな い もの(非 線 形)や 現在 形 、加 工形 の双 方で使 用 で

きる ものな ど(線 形)が あ る、,この よ うな時 制 、相 、様相

な どの 表現 の線形 性 と非線 形1生は、使 用す る関数 に よって

                  表2.

4.2 文 型 パ ター ン の 作 成 方 法

(1)手 順 の概 要

 まず、 日英対 訳例 文100万 件 を収集 し対 訳 コーパ ス を作

成 した。次に 、その 中 に含 まれ る述 部2つ また は3つ 重 文、

複 文 を取 り出 し、それ を汎化 す る こ とに よ って文型 パ ター

ン辞 書 を作成 した。対象 対 訳例 文の 平均 単語数 は 、日本 文

が12.9語/文(最 大63個)、 英 文が 、10.3語(最 大59語)

で ある。

 なお 、本研 究で は 、汎 用性 の高 い文 型パ ター ンを網羅 的

に収 集す るこ とを 目指 して い る。重 文 と複 文 を対象 と した

の は、す で に、単文で は、 「日本 語語 彙大 系 」が 実現 され

て いる ためで あ る、,また、述 部数 を2と3に 限 定 した のは 、

述部 数4以 上の重 文、複文 は、述 部数 を3以 下の 文に分 解

して訳せ る場 合が 多 い と考え たた めで あ る。

 以 上 の過程 で、線 形 要素 で ある こ とが 自動 的に判 定 で き

る もの につ いては 、機械 的 な置 き換 え を行 い 、自動的 判定

の 困難 な もの は、 言語 アナ リス トの 判断 に ゆだね た。

(2)汎 化の レベル

 表 現 要素 の線形性 と非線 形性 を判 断す るには 、あ らか じ

め表 現要 素 の選び 方 を決 め る必 要が あ る。そ こで、言語表

現 の文 法 的 な構成 単位 に着 目 して以 下 の3レ ベ ル の 汎化

を行 っ た。

〈 単語 レベ ル 〉:線 形 な 自 立語(名 詞 、動詞 、形 容 詞、

副詞 な ど)を 変数 化 した レベ ル。

〈句 レベル の 汎化 〉:線 形 な句(名 詞 句 、 形容 詞 句 、動

詞句 、副 詞句 な ど)を 変数 化 した レベル。

作成された文型パターンの例

レベ ル

単語

レベ ノレ

 

 

ル

句

ベ

 

 

レ

貯人正

ルベレ

占語

日本語

英語

rl本 語

英語

日本語

'
L
l

f

に

二
・・口英

文型パ ター ン

〈N1(G4)は 〉/V2(R3003)て/N3(G932)を/

N4(G447)に/V5(R1809).tekita。

Iwas so AJ(V2)as to V5#[Nl _poss]N3 at
N4.

NP(GlO22)1は/V2(Rl513)。ta/N3(G2449)に/

4(RglOO).teiruの だ か ら/N5(N1453).dantei

NPl isAJ(N5)in that it V40n AJ(V2)N3.

CL1(G2492).tearuの で 、 N2(G2005)に 当 た っ て

は/VP3(R3901).gimu。

so+thal(CL1, VP3.must.passive with subj(CLI)
poss N2)

例 文

うっかりして定 期 券 を家 に忘 れ てきた。

Iwas so careless as to leave my season ticket

at home.

その結論は誤った前提に基づいているのだから誤り
である。

he conclusion is wrong in that it is based on
fales premise.

それは極めて有毒であるので、使用に当たっては十
二分に注意しなくてはならない。

It is fignificantly toxic so that great caution mus
be taken with its use.
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〈節 レベルの汎化 〉:線 形な節(連 体節 と連川節)を 変

数化したレベル。

4.3 作成 した文型 パ ター ン

(1)生 成 され た文型 パ ター ン数

 文型パ ター ンの記述 例 を表2に 示 す。また、得 られ た 文

型パ ター ンの 種類 と異 な りパ ター ン数 を表3

表3.文 型パ ター ンの種類 と異な りパ ター ン数

重文

複文

重複文

合計

単語 レベル

61,171

48,123

且2,610

121,904

句 レベル

39,243

32,049

 一.

79,438

節 レベル

18,173

5,778

1,524

25,475

合 計

118,587

85,950

2,280

226,817

に示す 。単語 レベル で は、元 の標本 文 とほぼ 同 じだ けのパ

ター ンが作 成 され たが 、句 レベル 、節 レベ ル にな るにつ れ

汎化 が困難 とな り、得 られ たパ ター ンは急 速 に減少 した。

これ は大 半の 対訳例 文 の節 は非線 形 要素 であ り、汎 化困 難

であ る こ とを示 してい る。

(2)汎 化 され た要 素の割 合

 各 レベ ル の汎 化 に おい て変 数化 され た 要素 数 を 表4に

示 す。 汎化 され た線 形要 素の割 合 は、 単語 レベル で は 、7

3.9%、 句 で は24.0%で あ った のに 対 して、 節 では きわ め

て少 な く14.83%で あ った。

 非線 形 要素 は、それ を取 り出 して翻 訳 し、元 の 文に組 み

込ん で も意 味的 に適 切 な翻訳 結果 は得 られ な い。L記 の 結

果 か ら、従 来の よ うな要素 合成 法 では 、多 くの場 合、対 訳

例 文に示 され るよ うな質 の良い翻 訳はできない ことがわか る。

 この うち② は 、パ ター ン作成 に使 川 した例 文を人 力文に

使用 す るが 、当該 入 力文か ら作成 され た 文型 パ ター ンへは

必ず 適合 す るた め無視 し、それ 以外 のバ ター ンへ の適 合の

み を評価す る方法 で あ る。

 文型 パ ター ン の被 覆 率 は以 ドの2つ の パ ラ メー タに よ

って評 価 した。

・統語 的被 覆率(R):入 力 した 文 の うち 、1文 型 バ

 ター ン以Eに 適 合 した入力 文 の割合

・意味 的被 覆率(C):入 力 文 に対 して
、意味 的 に正

  しいパ ター ンが1つ 以 上存在 す る割 合

表4.線 形要素の割合

(2)統 語 的被覆 率 の飽 和特性

 文型 パ ター ンの数 と適 合率 の 関係 を図5に 示ナ,曲 線 は 、

ドか ら順 に、単語 レベ ル 、句 レベ ル 、節 レベ ルの バ ター ン

の 飽和 特性 を示す 。

ioo

 80

適

合

串6°

 40

 zo

0

0 25.000      50.000      75.000      100.000     125.000     160,000

   文 型 パ ター ン 辞 書 の 規 模(件)

図5,文 型 パ ター ン適 合率の 飽和 特性

要素種別

単語(白立語)

」右

節

全要素数

734,528

463,636

267,601

変数の数

542,833

111,359

39,714

線 汗多な害rl合

73.9

24.0

14.8

4.4 文型パターン辞書の評価

(1)実 験の条件と評価の方法

 入力文とのパターン照合実験によって、パターン辞書の

被覆率特性を評価 した。実験の条件は以 ドの通りである。

 ①変数の意味的な制約条件は無視する

 ②実験はクロスヴァリデーションの方法とする,

 この 図か ら、適 合率 の飽 和傾 向が 顕 箸で ある,横 軸 の 文

型 パ ター ンを使川 頻度 順 に並 べ替 え る と、飽 和の速 度 は5

倍程 度速 くな る。過去 の研 究 に よれ ば 、単 文をほ ぼ網 羅 す

るた めに必 要 な結合 価 パ ター ン数 は 、約2.5万 件 で あ る と

推 定 され て い る、重 文、複 文の場 合 も、ほぼ網 羅す るた め

に 必 要なバ ター ン数 も同 じオ ー ダに収 ま る ことが期 待 さ

れ る。

(3)適 合率 と正解 率

 次 に 、文型 パ ター ン辞書 全体 の適 合率 とIil解率 を表5に

示す。 この 表か ら、 文型 パ ター ン辞 吾全体で は、構 文 ヒ、

入 力文 のほぼ 全体 をカ バーす る こ とが分 か る,し か し、意

味 的 に不適 切 で翻 訳 に使 用 で き ない パ ター ン に適 合す る

場合 も多 く、 それ らを除 いた とき の意味 的な被`r'f=は

78%で ある。
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表5.文 型 パ ター ン辞書 の被覆 率特 性

パ ター ン種別

i}乏語レベ ル

句 レベ ル

節 レベ ル

合 計

平均適合
パターン数

63.2 f'†二

520.3 i'f=

1241.7件

1825.2件

統語的被覆率

  (K)

62.6%

82.7%

96.4%

97.8

意味的被覆率

  (c>

36.7%

55.0%

6τ0%

78.0

 なお、述 部数2の 重 文、複 文 の意味 的 な被覆 率は 、それ

ぞれ 、82.5%、71%で あ った。

5.あ とがき

 β語 表現 の 非線 形性 に着 日 した 言語 表現モ デ ル とそれ

に基づ く文型 パ ター ン化の 方法 を提案 し、日本 語の 基本 的

な 岨文、複 文の 表現 に対 して 、単語 レベ ル(12.2万)、 句

レベ ル(7.9万 件)、 節 レベル(2.5万 件)か らな る 文型 パ

ター ン辞書(合 計22.7万 件)を 開発 した。

そ の結 果 に よれ ば 、汎化 す る こ とが で きた線 形 要素 は、

自 立語 の場A73.9%で あっ たの に対 して、名 詞句 、動詞 句

な どの句では、24,0%、節は きわ めて少な く14.8%で あ った。

 非 線形 要 素は 、それ を取 りだ して翻 訳 し、元の 文に組 み

込 んで も意 味的 に適 切な翻 訳結 果は得 られ ない。この結 果

か ら、ほ とん どす べて の複 文、重 文は 、複 数 の単 文な どの

要素 に分 けて翻 訳 し後で結 合 して も、対訳 例 文に示 され る

よ うな品質 の翻 訳は で きない こ とが 分 かっ た。

 また、ク ロスバ リデ ー シ ョンに よ る文型パ ター ン辞 書の

評価 実験 では、単語 レベ ル 、句 レベ ル 、節 レベ ル の文型 パ

ター ンの意 味的 な被 覆率 は、それ ぞれ 、36.7%、55.0%、

67.0%で 、それ らを組 み 合わ せ て使 用 す るときは 、78%で

あった。また 、最も基本 とい える述 部数2の 重 文、複 文 の意

味 的 な被 覆率 は、 それ ぞれ 、82.5%、71%で あった。

 文 型パ ター ンは 、非線 形 な 言語表 現 を対象 と してい る。

線 形 な表 現の場 合 は従 来の要 素 合成 法が適 用 で きる ので 、

今 後 、両者 を併 用 した機 械翻 訳 方式 を実現 すれ ば 、翻 訳の

品質 は大 幅 に向上す る こ とが期 待 され る。また、文型パ タ

ー ンは
、意味 を掬 くい 取 るた めの網 の 口で ある。機 械翻 訳

だ けで な く、 広 く意味解 析 へ の利 用 が期 待 され る。

 なお 、本 稿 では 、述 べ なか った が、本研 究 では 、 「意 味

的等 価変 換 方式」 (本ジ ャー ナ ル、No.33、 pp.1-7、2002.

3を 参照)の 実現 に 向 けて、重文複 文の意 味分 類体 系 を構築

し、すべ て のパ ター ンに意 味分 類 コー ドを付 与 した。そ の

詳細 に つい ては 、別 の機 会 に ご紹介 す る 予定で あ る。

付 記1

 本 研 究 の 成 果 の 研 究 利 用 は 原 則 無 料 で す 。詳 細 は 、 「鳥

バ ン ク 」 (http://unicorn . ike. tottori-u. ac. jp/toriba

nk/)に て ご 案 内 す る 予 定 で す 。 多 く の 方 々 の ご利 用 を期

待 して い ます 。

付記2

 本研究が契機となって平成19年度文部科学大臣表彰科

学技術賞(研 究部門)を 受賞 しました。今まで多くの方々

に支えられ、意味解析の研究を続けてくることができたお

陰です。今後の機械翻訳技術の発展を願 うと共に、その活

動を支えてこられた多くの方々に深くお礼を申し上げます。
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日本語からアジア諸言語や手話への機械翻訳 一 古典的方式での構築 一

 岐阜大学L学 部 池田 尚志

(2010年4月 から山梨英和大学)

1.は じめ に

機 械 翻 訳 に 関 して は 研 究 面 で は統 計 翻 訳 方 式 が 現在 の

主 流 で あ る。 統 計翻 訳 に触 れ ず して機 械 翻 訳 を 語 る と

「な ぜ 統 計 翻 訳 をや らな いの か?」 と言 われ る。 か つ

て 第5世 代 コ ン ピュ ー タ とい う大 き な プ ロ ジ ェ ク トが

あ って 、 論 理 型 の プ ログ ラ ミ ン グ 言語prologが 流行 し

た 。 「な ぜprologを 使 わ な い の か?」 と言 われ た 時 代

が あ っ た の を何 とな く思 い起 こす 。prologは とて も面

白い 興 味 あ るr-i語で あ り、 筆 者 も勉 強 し使 っ た。 しか

し誰 もか れ もが 何 も か も を もprologで とい う風 潮 に は

い さ さか うん ざ り した 。 情 報 爆 発 の時 代 に あ っ て統 計

翻 訳 は 面 白い 手法 で あ る し、 探 求 す べ き 方 向 の 一一つ で

あ る。 しか しそ れ だ けが す べ て か 。 そ うで な い 方法 だ

っ て 面 白 い しも っ と探 究 してみ て もい い で は な い か。

 筆 者 に は 、 意 味 理 解 の 視 点 を欠 いた 統 計的 な機 械 処

理 だ け で 、 人L知 能 的 に 翻 訳 規 則 が 形 成 で き る とは 思

え な い。 例 え ば"旅 行 の 際 の ホ テル の 予約"、"観 光 案 内

文"、"天 気f報 文"と い っ た 、 対 象 とす る 文 の形 と語彙

が お お む ね 限 定 で き る よ うな 単 純 な表 現 の 領 域 で は 統

計 的 手 法 が 可能 で あ り有 効 か も しれ な い。 しか し、 そ

うで な い 一 般 的 な 表 現 の 領 域 で は 難 しい と 考 え て い る。

な に よ りも統 計的 な 手法 を 実施 す るた め に は 、"適切 な"

対 訳 デ ー タが 大 量に 準 備 され てい な けれ ば な らな い。

しか し文 の 数 、 そ の 対 応 の 数 は、 文字 どお り組 み合 わ

せ 論 的 な爆 発 の 領 域 で あ る。 そ の よ うな 大 量 の適 切 な

対 訳 デー タが 現 実 に 存 在 して い るの だ ろ うか?

 筆 者 は 大 学 に 勤 め て い て 留 学 生 達 と の 出 会 い もあ っ

て 、 日本 語 か らベ トナ ム 語 や シ ンハ ラ 語 、 ミャ ンマ ー

語 、 中 国 語 等 へ の 機 械 翻 訳 シ ステ ムの 構 築 を 試み る機

会 が あ っ た。 そ こで は ヒ記 の よ うな 考 え も あ り、 ま た

人 間 の頭 で 言語 規 則(翻 訳 規 則)を 考 え る の も 案外 楽

しい もの だ 、 とい った よ うな 思 い で統 計的 な 手法 で は

な く古 典 的 な トラ ン ス フ ァー 方 式&パ ター ン翻 訳規 則

の 手 法 で の シ ス テ ムhaw)を 試 作 した。 そ の 詳 しい経 緯

は[1]に 書 い た が 、本 稿 で はjawの 手法 の概 要 と 手話 へ の

翻 訳 を 中 心 に 紹 介す る。 似 下で図表等 μ]からの抜粋 を

含 む,}

2.Jawの 翻 訳 方 式

図1と 図IIにjawに よ る処 理 の 概 要 を示 す 、、 jawで は 相

手 言 語 の テ キ ス ト(翻 訳 文)を 出 力す る 前 に"表 現 構 造"

(図1び)★)と い う段 階 を 置 い て 、入 力 文か ら"表 現 構

造"へ の 変 換 、"表 現 構 造"か ら相 」㍉ ㌃語 の 文の 生成(線

状 化)と い うステ ップ で翻 訳 す る。 こ の"表 現 構 造"を

介 した翻 訳 手法 がjawの 大 き な特 徴 で あ る。

 表 現 構 造 は 、相 手 言語 で の 言語 表 現 に 必 要な 、㌻語 表

現 上 の 部 品 と情 報 が 書 き 込 ん で あ るデ ー タ構 造 で あ り、

相 手 言語 の 言語 的構 造 を表 現 す るデ ー タ構 造 で あ る(図

II一③)。"表 現 構 造"か ら先 は 相 手 言 語 の 世 界で あ る,,た

とえ ば 図1卜 ③ に あ る"接 続 構 造"は 、 中国 語の 接 続 表現

の た め の 表現 構 造 と して 設 計 した もの で あ る,,中 国 語

で は一一般 に:節 を接 続 す る 場 合 、 接 続 を 表現 す る語 が

一一二つ あ り得 て 、そ れ を 配 置す る場 所 も節 頭1節 末1動 詞の

直前 な どい くつ か あ り得 る の で 、 そ うい った 情 報 を,悸

き込 め る よ うに して い る。

 表 現 構 造 に は プ ロ グ ラ ミン グ言 語C++の オ ブ ジ ェ ク

トをそ の ま ま利 用 してお り、jawの 翻 訳規 則 はC++の オ

ブ ジ ェ ク トを作 り出 す プ ロ グ ラム で あ る,所 定 の 記 述

方 式 で翻 訳規 則 を 書 く と、 対 応 す る 表現 構 造 を 作 り出

すC++の プ ロ グ ラ ム が 自動 的 に 出 来Lが る仕組 み に し

て あ る。 また 、 表現 構 造 か ら相 手,㌃語 の 翻 訳 文を 生 成

す る線 条化 の処 理 はC++に 備 わ って い る クラ ス メ ソッ

ドの仕 組 み を利 用 した プ ロ グ ラム で 行 っ て い る 、線 条

化 は、"表現 構 造"に 喜き 込 まれ た言 語 表 現 の 部品1こ必 要

な 変形(複 数形 、格 変 化 、 時 制 変 化 な ど)を 加 え た り

必 要 な補 充(冠 詞 、 前 置 詞 な ど)を したLで 、 適 切 な

語 順(SVO, SOV,冠 詞+形 容 詞+名 詞,関 係 節 表現,

等 々)に¥,f/べ て 文 を 作 り出 す 処 理 で あ り、d91T-,'+Lの

占語構 造 を そ の ま ま反 映 した プ ロ グ ラム で あ る、、'li然

言語 毎 に備 え て お くプ ロ グ ラム であ る 、 この よ うに フ

ロ グ ラ ミン グ 言語C++の パ ラ ダイ ム を利 川 した 表現 構

造 を介 して翻 訳 を行 う手法 がjawの 大き な特 徴 で あ る、、

 jawに よる翻 訳処 理 の 手順 は 次 の よ うにな る,、
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① 日本 語テ キ ス トを解 析 して 構 文 構 造 を得 る(図1-a,

 図II一①)。

② 表 現 パ ター ン 翻 訳 規 則 の 日本 語 パ タ ー ン と照 合 し

 て 対 応す る翻 訳規 則 を 得 る(図1・b)。 こ の処 理 で

 日本 語 テ キ ス トの構 文 構 造 に 対 応 して そ れ を ち ょ

 う ど覆 うよ うな 翻 訳 規 則 の 木 構 造 が で き る(図1-

 o>,

③ 複 数 び)翻訳規 則 が 対応 可能 な場 合 に は 、覆 うパ ター

 ンの 数 や 種 類 に よ る条 件 、よ り個 別 的 な規 則 を優 先

 す る とい っ た 条件 な ど、最 適 解 を選 択 す る メ カ ニ ズ

 ム を備 え て い る。

④ 翻 訳 規 則 を 実 行 して 相 手言 語 の 表 現 構 造 を 作 成 す

 る(図1-C,図H一 ③)。 この 段 階 で 、"機能 語(助 詞 、

 助 動 詞 な ど)に 関す る翻 訳 規 則"が 実 行 され 、 必 要

 な情 報 が 表 現構 造 中 に書 き込 まれ る。

⑤ 線状 化 のプ ロ グラムを呼び 出 して、翻訳 文を生成す る。

 以 ヒの よ うな手 法 で 、各 国 か らの 留 学 生 た ち とも共

同 して 、日本 語 か らベ トナ ム語 、シ ンハ ラ語 、中 国語 、

ミャ ンマ ー 語 等 へ の 機 械 翻 訳 シ ステ ムの 構 築 を試 み た。

こ の研 究 に 関 連 して5名 の 留 学 生 が 論 文 を 書 き博 七の

学 位 を取 得 した[2][3][4」[5][6】。

3. "日 本 の 手 話"と い う言 語 へ の翻 訳

 手話(Sign Language)は 視 覚 言語 で あ りitH声言 語 と

は 異な るが 、同 じ く",言語"で あ る。"言 語"で あ るな らば

"言 語処 理"の 対 象で あっ て い い し
、"機械 翻 訳"の 対 象 で

あ っ てい い、,IT技 術 に よ る 手 話通 訳 支援 は待 望 され る

技 術 で あ る し、 稀 舌に 関す る 言 語処 理 は そ の た め の基

礎 研 究 に も な る はず だ 。 こ の よ うな思 い で 、 中 国 語や

ベ トナ ム 語 な ど と並 ん で 口本 語 か ら"日 本 の 手話"へ の

機 械 翻 訳 を 試み た、,

 手話 を機 械 翻 訳 や 言語 処理 の 対象 とす る と、 まず"手

話 に は そ れ を 書 き留 め た テ キ ス トとい う もの が な い"

と い う大 き な 問題 にぶ つ か る。 つ ま り手 話 は今 の とこ

ろ 菩記LI語 で は ない,,こ れ では これ まで の よ うな"言 語

処 理"や"機 械 翻 訳"は で きな い。

 そ こで まず 手話 を書 き留 め る 方法 を 考 え な けれ ば な

らな い。肇者 等 は"日 本 語 援 用 手話表 記法qjs-notation)"

と名 付 け た 丁話の 表記 法 を 考案 した[7](図m)。jjs-nota

tionに お け るf話 単語 名 は 手 話 単 語 を 識 別 す るた めの

識 別rで あ るが 、 目本 語 と手 話 の 語 彙 は ・対 一一に 対応

して い る わ け では な い。 た とえ ば図[Vの1は 「:人 で行

く」 に 対応 す る 手話 単語 で あ るが 、 『二 人 で 』 に対 応

す る表 現 は 手話 で は 語 彙 と して 分 化 して い ない 。 図IV

の2は 「あ なた が 私 を 見 る」 に対 応 す る手 話 単語 で あ る

が 、 『あ な た』,『 私 』 は語 彙 と して 分 化 して い な い。

便 宜r.そ の 手話 表 現 の 意 味 に 近 い 日本 語 の 語 句 を用 い

る こ とに した の で 、 「日本 語 援 用 手 話 表 記 法 」とい うい

い 方 を して い る。

 機 械 翻 訳 シス テ ムjaw/SLは 、日本語 の テ キ ス トか らj

js-notationに よ る手 話 の テ キ ス トへ の 機 械 翻 訳 を行 う。

翻 訳 の 手法 は 中 国 語 や ベ トナ ム語 な どの 音 声 言語 を相

手 言 語 とす る場 合 と全 く 同 じで あ る。 た だ し 日本語 と

手 話 の 構 造 に は 隔 た りの 大 き い場 合 も多 く、通 常 の 音

声 言 語 を対 象 とす る場 合 よ りも機 械 翻 訳 の 困難 さは 大

きい。 た と えば 、 「ビー ル を飲 ま され る」 を 、 手話 で

は 「コ ップ を渡 され てい や い や 飲 む 様 角 と して表 現

した り、 「将 来 飼 っ てみ た い の は 大 き な 犬 です 」 を 分

裂 文 「将 来 ほ しい の は何 か とい う と、 大 き な 犬 が欲 し

い で す 」{jjs-notationで は 『{<cleft>将 来 好 き 何},

犬 大 きい 好 き』とな る}に 言 い 換 えて 翻 訳 した り、

とい った こ とが あ る。 我 々 の研 究 で は 適切 に 言い換 え

た 文 を入 力 と して与 えた が 、 さ らに研 究 を 進 め て い く

上 で は 、省 略 や 言 い換 え とい っ た意 味理 解 の領 域 を 深

く追 求 して い く のか 、 あ る い は場 面 を う ま く制 限 して

適 用 す るな どr二学 的 な対 応 を 考 え て い くの か 、 判 断 が

必 要 で あ る。

4.お わ りに

 機 械 翻 訳 エ ン ジ ンjawと そ れ を 用 い た 日本 語 か らベ

トナ ム語 、 シ ンハ ラ語 、 中 国語 等 へ の 翻 訳 シス テ ム に

つ いて 述 べ た。 さ らに 日本 の 手話 に 関 して 、 手話 を 書

き留 め る 表記 法 の提 案 を含 め て 日本 語 か ら 日本 の 手 話

へ の 翻 訳 シ ステ ム につ い て 述 べ た。jawは 古典 的 な トラ

ン ス フ ァー 方式 でパ ター ン翻 訳 規 則 の 手法 に よ る もの

で あ る。 試 作 した シ ステ ム は パ イ ロ ッ トシ ステ ム で あ

って 実 用 レベ ル のサ イ ズ の翻 訳規 則 を備 え る まで に は

い た っ て い な い。 しか し、ベ トナ ム 語 や シ ンハ ラ語 な

どい わ ゆ るマ イ ナ ー な言 語 に 関 わ る こ とが で き た の も、

手 話 と い うこれ ま で機 械 翻 訳 の分 野 で は ほ とん ど対 象

と して 考慮 され て い な か っ た 言語 に 足 を踏 み 込 め た の

も、jawの 翻 訳 の 方 式 に よ る もの だ と考 え て い る。統 計

翻 訳 に の み 注 目 して い た らこ の よ うに は 進 まな か っ た

だ ろ うと。
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1.日 本 語 か らア ジ ア諸 言語 へ の機 械 翻 訳 シ ステ ムの 構

築 奮 闘記 一一中国 語 へ 、ベ トナ ム 語 へ 、シ ンハ ラ語 へ 、

日本 の 手話 へ 一一,池 出尚 志,口 本 語 学,2009年10月 号,

vol.28噛12, PP.62～71,2009

2.日 中機 械 翻 訳 シ ステ ム に 関す る研 究 一変 換 ・生成 の

方 式 お よび テ ン ス ・モ ダ リテ ィの 翻 訳 処理,謝 軍,岐

阜 大学 工学 研 究 科 博 士論 文,2003

3.日 中機 械 翻 訳 に 関す る研 究 一取 り立て 表現 、否定 表

現 の翻 訳 規 則 を 中 心 に一,ト 朝 暉,岐 阜 大 学 工学 研 究科

博 士論 文,2004

4.日 本 語 一 ベ トナ ム 語機 械 翻 訳 に 関す る研 究 一連 体

修 飾 構 造 を 中心 に一,Nguyen My Chau,岐 阜 大 学 工

学 研 究 科博t:論 文,2005

5.AStudy on Machine Translation System from

Japanese to Sinhalese on MT Engine Jaw, Sam

antha Thelijjagoda,岐 阜 大 学n学 研 究 不こト博i:論 文,

2006

6.日 中 機 械 翻 訳 シ ス テ ム に 関 す る 研 究 一 存 在 表 現 及

び 軽 動 詞 構 造 に 関 す る 翻 訳 処 理 を 中 心 に,1坤 失謳,岐

阜 大 学 工 学 研 究 科 博 七論 文,2008

7.日 本 語 テ キ ス トか ら 手 話 テ キ ス トへ の 機 械 翻 訳 に 関

す る研 究,松 本 忠 博,岐 阜 大 学L学 研 究 科 博 1i1N1文,

2008
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日本 語テ キス ト

日本語解 析 システ ム

  (ibukiC)

.   ω

相手言語 テ キス ト

 日本語
の構 文構造

線状化規則
)

機能語翻訳規則 ≡

相手言語
の表現構造

★

表現パ ター ン

 翻訳 規則

パ タ ー ン 照 合 覧…

舳(b)

1翻訳 規則 の実行1(c)

 '翻'訳 規 填丁∫°°'°

 の 木 構 造

図1.jawに よ る 翻 訳 処 理 の概 要

な くな るだ ろ う

痛み が 飲 と

省略(私 が) 薬を

こ の φ

な く な るだ ろ う

V1とV2

Nが な くな る

痛 み 、が

飲 む と

N1がN2を 飲 む

省略(私 が) この φ

      ∈}難

図II一① 口本 語 の 構 文構 造 の 例 図II一② 翻 訳規則 の木構 造の 例

述 語 構 造 ・

centerW="消 失"

nominative

accusative

pConnection

modeJ=だ ろ う

modeC=11巴

名 詞 構 造

centerWニ"疹 痛"

接 続 構 造

cwordl="‐"

post=prePred

cword2ニ"就"

post=prePred"

pSub

述 語 構 造

centerW.="吃"
nominative

accusative

     ellipsis

名 詞 構 造

centerW= "葦勺"

nounUnitニ"i"

nMod=》 》逮

18



  図II③.中 国語の表 現構 造の例

「この薬 を飲 む と痛 みが な くな るだ ろ う」

  「 一吃迭 介菊,痺 痛 就 消失咀」

jjs-notationの 形 式;

 jjs-notation

  行 く

  行 く[2]

  見 る(1→2;)

  見 る(2→1;)

  過 去(;と て も)

手話単語名[手 形](空 間;修 飾)

あ な た 母(x;)話 す(x→1;)。

{<t>妻 仕 事}, 例 一仕 事 。

日本 語 で の 表 現

;(一 人 で)行 く

;二 人 で 行 く

;私 が あ な た を見 る

;あ な た が私 を見 る

;ず っ と前

;あ な た の お 母 さん か ら聞 い た

;妻 の仕 事 はパ ー トで す

1婿

2

二人 で11く

樹
あ なたが私 を%Lる

図 皿 日本 語 援 用 手 話 表 記 法(jjs-notation)

 ({<t>x}はxがtopicで あ る こ とを 表 す)

[剰IV. 丁㍉活q鱗 語 と 日 本 、{辞
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Reort

Acomparison of the two major English-Japanese free translation sites,

                Excite Translation and Yahoo!Translation

Shigeko Sugiura

1. Introduction

  In Sugiura(2009)x, I compared two major English-Japanese free translation sites, Excite

Translation(http:〃www.excite.co.jp!world1)and Yahoo!Translation(http:〃honyaku.yahoo.co.jp/).

The reason I chose these two sites was that according to a questionnaire conducted on 330

company workers of both sexes(age 20's to 60's)on June 29,2008 by Internet Com and JR Tokai

Express Research(http://japan.internet.comlresearch120080702!1.html), these two sites were by

far the two most popular free translation sites. The users who answered this questionnaire

overwhelmingly used the sites to translate between English and Japanese. I compared the two

sites by translating two different types of text each for English-to-Japanese translation and

Japanese-to-English translation. The types of text were(a)newspaper articles with a human

interest factor, and(b)encyclopedia entries3. The results and further investigation showed that

errors in translation could be attributed to the following factors.

A.Differences in punctuation used in written English and Japanese

B.Differences in English and Japanese as language systems

C.Ambiguity and complexity of sentence structure

   Some of the difficulties caused by these factors were shared by both sites, while others were

treated differently in the two sites. Difficulties due to A will be discussed in section 2, difficulties

due to B in section 3, and difficulties due to C in section 4.

2. Differences in punctuation used in written English and Japanese

  To begin with the basics, in English words are separated by spaces but not in Japanese. Also, in

English, the beginning of a sentence is marked with a capital letter, and the end of a sentence is

marked with a period. In Japanese, there is no way to mark the beginning of a sentence. The end

of a sentence is usually marked with a kuten(o,literally`phrase point'), but the use of the kuten is

less rigidly required than the English period. These facts do not cause difficulties by themselves,

1`Muryoo hon -yaku saito-no hon-yaku nooryoku-no genzitu(The actual translating ability of free translation

sites)',Nihongogaku October 2009.
2An article on car repair in Ghana fro

m the Los Angeles Times website

(http://articles.latimes.com/2009/jun/16/world/fg-ghana-car-yard l 6)and an article on educational efforts from
the Yomiuri newspaper website(http://www.yomiuri.co.jp/kyoiku/renai/20090725-OYT8TOO259.htm).
'The 

article on Japan from Encyclopedia Britannica

(http://www.britannica.com/EBchecked/topic/300531/Japan)and the article on statistics from Yahoo!Japan
Enclyclopedia(http://100.yahoo.co.jp/detail/%E7%BS%B 1%E8%A8%88%ES%AD%A6/).
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but may combine with other aspects of the two languages and lead to difficulties.

2.1.Quotation markers

   Both languages have punctuation to express quotation. English uses single quotation marks(`')

and double quotation marks("")to mark quotation of whole utterances and marked usage

(literary styles may differ regarding usage). Japanese uses、kagi-kakko(「 」,litera11y`key brackets')

to mark quotation of whole utterances and marked usage. There are, however, several differences

in the use of quotation markers. One difference is that in Japanese, the use of the closing

kagikakko is often regarded as enough to signal the end of a sentence as well as the end of an

utterance, and thus no kuten appears. This causes problems, since the absence of a kuten makes it

difficult to judge whether a pair of kagi-kakko marks a quoted utterance or marked usage of an

expression. Both sites fail to recognize this double function of the closing kagi-kakko, and

accordingly did not analyze the quotation and the following sentence as two different sentences in

Japanese-to-English translation. This happened even when the quotation ended a paragraph.

Such errors are due to the combined effect of the optionality of the kuten in the presence of a

closing kagl-kakko and absence of marking for the beginning of a sentence in Japanese. However,

the two sites treat the Japanese kagikakko differently. Excite Translation treats the material

between an opening kagl-kakko and the closest following closing kagi-kakko as a unit(although,

curiously, when the material was one sentence the Japanese kagl-kakko were rendered as double

quotation marks in the English translation, but when the material was more than one sentence

the.kagl-kakko were kept in the English translation)。Yahoo!Translation, in contrast, do not admit

quoted utterances of more than one sentence long. Therefore, when a sentence containing an

opening kagi-kakko ended, a closing quotation mark was inserted even when there was no closing

kagi-kakko, and the corresponding closing kagi-kakko was ignored in the English translation.

Yahoo!Translation also made errors not made by Excite Translation in that when there was no

overt subject to the Japanese sentence with an opening kagl-kakko at its head,an overt subject

was amended in the English translation but this subject appeared(wrongly)outside of the opening

quotation mark.(See section 3.2.1for null pronouns.)

2.2.Punctuation in English which pose difficulties

  The colon(:)and semi-colon(;)are used in English but not in Japanese. In English-to-Japanese

translation, Yahoo!Translation simply reproduced them. Excite Translation renders the

semi-colons as kuten, and treats colons differently according to whether the preceding sentence is

acomplete sentence, as in(la), or an incomplete sentence, as in(lb). In the former case, the colon

is rendered as colon, and in the latter case, as kuten(the incomplete English sentence, moreover, is

translated as a complete sentence, with the expression lka-no toori-desu, meaning`as follows',

amended).
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(1)a.Sometimes Alex Foley sits at home sifting through the pieces of a life-size puzzle in his

     mind how to put that car back together.

   b.Examples of familiar sequences are one, two, and three>a, b, and c;and first, second, and

     third.

The majority of Japanese readers would not really understand what the colons and the

semi-colons express if they appeared in the Japanese translation.

2.3.Punctuation in Japanese which pose difficulties

   The nakaguro(・), a black dot in the middle of the line, is a Japanese punctuation meaning`and',

so the two expressions divided by it are in a coordinating relation4. Both sites gave very

unsatisfactory results with sentences containing the nakaguro. Yahoo!Translation did better,

since it reproduced the nakaguro as slash(/)when the two expressions coordinated were nouns

(Excite Translation ignored theηa舶g召m in this case). When the two expressions were verbs, both

sites translated the first verb as gerund, and the second verb as an ordinary tensed verb, i.e.

treated the first as being syntactically subordinate to the second.

3.Differences in English and Japanese as language systems

   Differences in two language systems lead, of course, to difficulties in translation. The most

obvious difference is the difference in the meaning of words and word forms. In section 3.1, a

special case of such difference will be considered, where one form in one language corresponds to

more than one form in the other language. In section 3.2, difficulties due to the difference in which

element may be null will be considered. In Section 3.3, difficulties due to the difference in the

marking of grammatical categories and topichood will be discussed.

3.1.Differences in the meaning of word forms

3.1.1English verb past participle

   With some verbs, the English verb past participle is ambiguous. On one reading it is part of a

passive construction, and on the other reading the verb past participle is adjectival. Thus in(2a)

broken is part of a passive construction, and the sentence expresses that the breaking of the

window happened in the past, and in(2b)broken is adjectival, and the sentence expresses that the

state of the window was`broken'in the past.

(2)a.(The video shows that)the window was broken at three o'clock.

   b.(They inspected the room and noted that)the window was broken.

The two meanings should be translated into Japanese as follows.

(3)a.Mado-wa san-zi-ni warareta.

゜The nakaguro is also used to mark the boundary between first and last names of foreigners
. This is necessary

because Japanese does not use spacing between words. Excite Translation used the nakaguro in this function in

English-to-Japanese translation, but Yahoo!Translation did not.

22



     window-TopicMarker three-time-at break(transitive)-Passive-Past

   b.Mado-wa wareteita.

     window-TopicMarker break(intransitive)-teiru-Past

   Both translation sites translated the window was broken as adjectival. With other verbs,

generally Yahoo!Translation gave passive sentence translations while Excite Translation was

more versatile in some cases the verb past participle was translated as a passive construction and

in others as adjectival(also, in some cases, as an active construction). However, the choice seems

to depend on the verb used, and so the result may or may not be satisfactory as translation.

3.1.2Tenseless predicate forms in Japanese

   In English, when sentences are coordinated, the predicates are all tensed, but in Japanese, only

the last predicate is tensed, and the other predicates appear in tenseless forms, either the

renyoo-form or the to-form. One type of difficulty which showed up very clearly was due to the

combined effect of this characteristic of Japanese and the fact that quite a few number of

predicates in such tenseless forms is part of postpositional and adverbial expressions. Examples of

adverbial expressions which include the renyoo-form are NP-o hajime`starting with NP', NP-ni

`召、好`due to NP',八{P-ni kaka warina、ku`regardless of NP'5, and examples which include the te-fc)rm

are NP-o hukumete`including NP'6, NP-ni kurabete`compared with NP'7. It is formally not

possible to distinguish between these tenseless forms which are coordinated with tensed

predicates(and should be translated as tensed in English), and those which are part of

postpositional and adverbial expressions(and should be translated as such expressions in English),

and this leads to errors in Japanese-to-English translation.

3.1.3Japanese telru

   Maybe it is not appropriate to treat teiru in, for example, wareteiru(see 3b), as a unit, since to

is part of the to-form of the verb wareru, and iru is originally a verb, but it is convenient to do so.

Teiru may express progressive aspect(i.e. that the action is in progress)or perfect(i.e. that the

action has been completed). Thus Taroo-wa kimono-o kiteiru may mean either`Taro's putting on of

the kimono is in progress'or`Taro's putting on of the kimono has been completed, and as a

consequence, Taro is wearing the kimono'. In practice, with predicates denoting actions such as

加 εか α`run', the meaning is usually progressive, with predicates denoting changes such as otirこ1

`fall'
, the meaning is usually perfect, while with some predicates, such as kiru`put on', the

possibilities are more evenly split. In principle, though, ambiguity is possible with the majority of

non-stative predicates.艶 かu also poses another kind of problem, in that when habitual meaning is

5 See(8).
`'See(8).

 Some expressions allow the predicate to be either in the renyoo-form or the to-form, while some expressions
appear only with one predicate form. Of the five expressions cited, the first three only allow the predicate in the

renyoo-form but the latter two allow both the renyoo-form and the to-form.
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expressed,'θf川may or may not appear, without diffbrence in cognitive meaning. All this means

that the following four combinations should in the majority of cases be translated as given in the

examples, although other possibilities exist.

(4)a.Predicate in present tense e.g. hasiru`runs', otiru`falls'

   b.Predicate+teiru in present tense e.g. hasltteiru`runs, is running', otiteiru`has fallen'

   c.Predicate in past tense e.g. hasitta`ran', otita`fell'

   d.Predicate+teiru in past tense e.g. hasitteita`ran, was running', otiteita`had fallen'

Yahoo!Translation translates(4a)and(4c),(4b)and(4d)identically for all predicates, while Excite

Translation seems to divide predicates into three classes, action predicates, change predicates, and

others. With action predicates,(4a)(4c)are translated as simple predicate, i.e.`run(s)',`ran',

(4b)(4d)are translated as progressive, i.e.`is running',`was running'. With change predicates,

(4a)(4c)are translated as simple predicate, i.e.`fall(s)',`fell',(4b)(4d)are translated as perfect, i.e.

`has dropped'
,`had dropped'. With others,(4a)(4c)are translated identically as present tense, and

(4b)(4d)are translated identically as past tense. Moreover, there is also a certain problem with the

teiru perfect, in that it is often more suitable to translate it using English expressions of state

rather than perfect. For example, it is often suitable to translate otltelta as`lay on the ground'

rather than`had fallen'.

3.2Null elements

3.2.1Japanese null pronouns

   Japanese has null pronouns, or, in other words, what would be expressed in English as

pronouns are not expressed at all. This means that in Japanese-to-English translation,

appropriate pronouns need to be amended. There is a certain case, however, in which the subject

does not appear in both languages, which is a tenseless sentence with an arbitrary subject, such as

`o.加 θ ∠刀 。Tapa刀and livingin Japa.ロin English. Since the subject may be null in Japanese, and the

tenseless form of the verb is identical to the present tense form of the verb, a tensed sentence with

anull subject(which should be translated with an amended subject)is formally identical to a

tenseless sentence with a null arbitrary subject, which should be translated as a clause with a

`σinfinitive or gerund.

   In translating such Japanese sentences into English, the strategy taken by Yahoo!Trans互ation

is basically to amend the first person singular pronoun I. Excite Translation basically amends it

unless the sentence without an overt subject is a complement phrase headed by no or koto, in

which case it is translated as a clause with a gerund or to-infinitive. This means that both sites

give unsatisfactory results to a certain degree.

3.2.2English null predicates

   In English, part of a predicate may be null(or omitted)when it is identical to a preceding
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predicate. In Japanese, such predicates must not be omitted. This means that in

English-to-Japanese translation, the appropriate verb form must be supplied in the Japanese

translation. As an example, Yahoo!Translation gave(6a)and Excite Translation gave(6b)as

translation for(6).

(5)

(6)

Excite Translation amended th

Translation did not

because there are two auxiliary verbs in th

verb,

satisfactory but is an improvement over(6a).

(5')Even if the passengers couldn't be saved, the car always can.

(6')Tatoe jookyaku-ga sukuwareru koto-ga dekinakatta-to sitemo,

    suru-koto-ga dekimasu.(Yahoo!)

Even if the passengers couldn't be saved, the car always can be.

a.Tatoe jookyaku-ga sukuwareru koto-ga dekinakatta-to sitemo, kuruma-ga tune-ni

aru-koto-ga dekimasu.(Yahoo!)

b.Jookyaku-o sukuu-koto-ga dekinai demo, kuruma-wa itumo sukuu-koto-ga dekimasu.

(Excite)

                        everb sukuu`save'correctly in the second predicate", but Yahoo!

               translating be as the existential verb aru, as in(6a). However, this happens

                                   emain clause of(5). When there is only one auxiliary

  as in(5'), Yahoo!Translation amends soo-suru`do so'as in(6'), which is not perfectly

kuruma-wa tune-ni soo

3.3Definiteness, number, topichood

   In English, noun phrases are expressed as either definite or indefinite, but in Japanese no such

expression exists. Similarly, in English, countable nouns are expressed as either singular or plural,

but no such expression exists in Japanese. Thus, the Japanese sentence`Watasi-wa ringo-o katta',

which in most cases should be translated as`I bought some apples,'were translated as`I bought an

apple'by Yahoo!, and as`I bought the apple'by Excite. On the other hand, Japanese expresses the

topichood of an NP with the topic marker wa, but English does not. In translating two Japanese

sentences differing in whether the subject is marked with ga, the subject marker, or wa, the topic

marker, both sites gave the same English sentence as translation. However, in translating two

Japanese sentences differing in whether the object is marked with o, the object marker, or wa, the

two sites differed Yahoo!, which translated the marked object as indefinite, translated the

wa-marked object as definite. Excite translated both the marked object and wa-marked object as

de丘nite. Since topics are always definite, objects which are topics should be translated as definite,

but o-marked objects can be definite or indefinite.

4.Ambiguity and complexity of sentence structure

   Sentences can be ambiguous, but this can be due to ambiguity of words used in the sentence

and ambiguity due to possibilities of sentence structure. Ambiguity of words are rather easily

"This strategy backfires sometimes
, amending predicates in unnecessary cases.
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detected(and maybe corrected), but the other type is more difficult to cope with. To give one

example, the adverb together in(7)may be interpreted either as modifying the action of the

subject(we did something together), or as modifying the resulting state of the object(the car

became whole). In Japanese, the former would be translated as issyo-ni`together', and the latter

as, maybe, moto-doori-ni`as before'. In this case the ambiguity of the English sentence can only be

resolved by referring to the context.

(7)We put the car back together

   Regarding complexity, take the translation of the Japanese sentence(8), which is based on a

   sentence from the article on statistics.(9a)is my translation,(9b)the translation given by

   Yahoo!, and(9c)that given by Excite.

(8)Tc)okeigaku-wa, sizen・ens oo-to sakai-ens oo-no betu・ni kakawari naku, sarani

   tyu壁yΩ Ω塑k加 興 一一suuti・n  --uud一 塾 一〇-mo hukumete syuudan-kara tyuusyutu・sareta

   suuryoo-teki zyoohoo-tositeno tookei-suuzi-o bunseki-suru tookeiteki-hoohoo-o kenkyuu-suru.

(9)a.Statistics studies statistical methods for analyzing statistical figures seen as quantitative

   information extracted from groups, whether of natural or social phenomena, and also

   includi㎎ rou s of b tr- t翌 趣.

   b.The statistics can_include. an_abstract numerical group regardless of the distinction of a

   natural phenomenon and the social phenomenon and study a method of statistics to analyze

statistics number as the information of amount extracted from the_group into.(Yahoo!)

c.Statistics researches a statistical method of analyzing the statistical figure as quantitative

information to which the natural phenomenon and the social phenomenon were extracted by

   the._group including the group of a more abstract numerical value without separately

   relations.(Excite)

   Semantically, the single underlined part modifies the dotted underlined part, and the double

underlined part, while modifying the dotted underlined part, takes second place to the single

underlined part. If these relations are not clearly expressed, the sentence would not be

comprehended. As can be seen, Yahoo!Translation misinterpreted加 加 、のθ`θ`including'as tensed,

but aside from that, it fails to present the single underlined part as modifying the dotted

underlined part. Excite failed to interpret the other postpositional expression kakawarinaku

`regardless of and placed it apart from the noun phrase connected with it
, although it successfully

translates the double underlined part as modifying the dotted underlined part. This example

illustrates that complex sentence structure leads to grave errors in translation.

   Iwill give another example to illustrate a different kind of complexity in structure, complexity

in informational structure. In the Japanese sentence(10), also based on the same sentence, the

single underlined part states the background of the rest of the sentence, the double underlined

part states the time point at which the rest of the sentence is relevant, and the dotted underlined

part modifies the main predicate of the sentence, as seen in(lla), my translation. Thus these
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three parts should appear in this sequence in both English and Japanese. However, English and

Japanese have different constituent order in many constructions, and different ordering may be

desirable. In other words, syntactically speaking English and Japanese have different constituent

order, but from an informational viewpoint, the same constituent order might be preferable. The

translations(11b)and(llc)illustrate the conceptual difficulty of sentences with inappropriate

information structure.

(10) Suuzi-deeta-o bunseki-suru tookei-teki hoohoo-no kvuusoku-na sinno-to oovoo-rvooiki-no

   kakudai-nitomonatte, genzai-.dewy ippanIni, tookeigaku-wa, syuudan-kara chuusyutu-sareta

   suuryoo-teki zyoohoo-tosite no tookei-suuzi-o bunseki-suru tookei-teki hoohoo-o kenkyuu-suru

   gakumon-to kangaerareteiru.

(11)a,-With the ra id ro ress of statistical methods fbr anal zin numerical data and the

expansion of domains of aDDIication, at present statistics is genera皿y . considered as the study

of statistical methods for analyzing statistical figures seen as numerical information extracted

from groups.

b.Generally, with rapid progress and the expansion of the applied domain of the statistical

method to analyze number data into, as for the statistics, it is thought with study to study a

method of statistics to analyze statistics number as the information of amount extracted from

the group into by the present.(Yahoo!)

c.In general, statistics is thought to be study that researches a statistical method of analyzing

the statistical figure as quantitative information extracted by the group now as a statistical

method of anal zin the fi ure data advances ra idl and a lied area ex ands.(Excite)

   Lastly, I would like to point out an interesting difference between the two sites in translating

from Japanese to English. When unable to analyze sentence structure, Excite Translation gives

isolated English words separated by two dots. In contrast, Yahoo!Translation gives out

translations in all cases, and gives out untranslatable pieces as they appear in the original, that is,

as Japanese.

5. Conclusion

   In this article, I compared two free translation sites regarding English-to-Japanese and

Japanese-to-English translation. It was shown that these two sites differ in several ways, but they

also share many difficulties. I am unable to judge whether and when such difficulties can be

technically overcome, but in the meantime I recommend users to employ their linguistic

knowledge to obtain better results, assuming that users translate to or from their native language

(or at least a language they can confidently handle).

   In translating from your native language,

a.avoid the more uncommon punctuation marks and make sure the appropriate punctuation

  marks are there. In Japanese-to-English, make sure there is a kuten at the end of every

27



  sentence9.

b.avoid complex sentence structures. Divide a long complex sentence into short simple sentences.

c.avoid expressions which could lead to trouble. For example, in Japanese-to-English translation,

  avoid adverbial and postpositional phrases including a verb form, and avoid the use of null

  pronouns. In English-to-Japanese translation, avoid null predicates, use active sentences over

  passive sentences, and use numerals(one, man and determiners(that, those)with nouns

  instead of singular and plural forms of nouns, the indefinite article a/an and the definite article

  tカθ.

d.avoid all colloquial and dialectal expressions. In Japanese-to-English translation, render all

  proper nouns in katakana.

   In translating to your native language,

a.employ more than one translation site and use the translation that makes the most sense. Also

 try feeding shorter pieces of the original text.

b.if a certain word seems out of context, see if this is not due to an ambiguous word for which the

 wrong meaning was selected.

c.if the translation does not make sense, try assuming that it is due to one of the possible pitfalls

  discussed here. To give an example, if in Japanese-to-English translation the verb form seems

 out of place, try changing a progressive form(be+-ingj into a perfect form(have+past

 participle)and vice versa.

`'Ak
uten following a closing kagi-kakko gives better results than the opposite.
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轟

             (連載 第 三 回)

言葉 と人材 一 グ ロー バ リゼ ー シ ョンの再考 と 日本

東京大学L学 部 特任研究員

 几門 崇

 グ ロー バ リゼ ー シ ョン と知 識 経 済 化 が 進 む21世 紀 の

流 れ は 、 今 後 ま す ます"多 様 化 す る 世界(ワ ー ル ド ・オ

ブ ・ダ イバ ー シテ ィ)"に 向 か って い く と考 え られ る。

グ ロー バ ル 化 とイ ン タ ー ネ ッ トに よ り、 「モ ノ ・金 ・

情 報 」 の流 れ が よ りス ピー ドを 増 し、 世 界 の フ ラ ッ ト

化 が進 ん で い け ば い くほ ど、 よ り企 業 や 個 人 も競 争 力

に よ っ て線 引 き が されや す くな り、 様 々 な 格 差 も生 じ

る。 これ ま で の 国 家 とい う概 念 だ け で 図 れ な い 、様 々

な 階層 や 社 会 が 重 な り合 っ て い る 世界 に な っ て い く。

本 稿 で は 、そ の 多 様性 を大 き く、1)「 新 興 国 と先 進 国 」、

2) 「富 裕 層 と貧 困層 」 、3) 「グ ロー バ ル 都 市 と地 方

都 市」の3つ の カ テ ゴ リー に分 類 し、 日本 に 求 め られ る

グ ロー バ ル 感 知 力 に つ い て論 じる。

t>多 様 化 す る世 界

 第1の カテ ゴ リー は 、欧 米 な どの 「先進 国 」 と、成 長

著 しい 中 国 、 ベ トナ ム 、 イ ン ドな どの 「新 興 国」 とい

う分類 で あ る。 先 進 国 に つ い て は 、 今 後 の 大 幅 な経 済

成 長や 市場 拡 大 は 期 待 で きな い 傾 向 に あ る。 これ に 対

して 、 日本 企 業 に と って 重 要 性 を増 して い る の が新 興

国 で の ビジ ネ スで 、 中国 以 外 の 国 に も さ らに 注 目 して

い く必 要 が あ る。 国 際 協 力 銀 行 が 実 施 して い る 「わ が

国 製 造 業 企 業 の 海 外 事 業 展 開 に 関す る調 査 」 の 中 で 、

中 期 的(今 後3年 程度)有 望 事 業展 開 先 につ い て03年 度

調 査 と比 較 す る と、 中 国 は03年 度 か ら09年 度 ま で第1

位 を維 持 し、 イ ン ドは 第5位 か ら第2位 に 、ベ トナ ム も

第4位 か ら第3位 に 上 昇 した。 さ らに 、 回 答企 業 の 得 票

率 で 見 る と中 国 が93%か ら74%に 減 少 す る一 方 、 イ ン

ドが14%か ら58%に 、ベ トナ ム も18%か ら31%に 増加

して い る。

 第2の カ テ ゴ リー は 、富 裕 層 と貧 困層 で あ る。富 裕 層

につ い て 米 ウ ォー ル ・ス トリー トジ ャ ー ナ ル 紙 の 記 者

で あ る ロバ ー ト ・フ ラ ン ク 氏 は 、 米 国 の ニ ュ ー リ ッチ

を取 材 した 結果 、富裕 層 が 「リッチ ス タ ン(Richistan)」

とい うバ ー チ ャル 国家 の住 民 と も呼 ぶ べ き状 況 に あ り、

今 後 は世 界 各 国 の 富裕 層 が 自国 の 文化 とは 異 な る 富 裕

層 独 自の 文化 を形 成 す る よ うに な る と述 べ て い 甑,つ

ま り、車 ・食 事 ・衣服 ・旅 行 な ど消 費 の傾 向 も 自国 内

よ りも富 裕 層 の間 で よ り似 か よ る傾 向 に あ る とい う こ

とだ 。 この よ うな 富 裕 層 の 世 界 で 、 中 国や イ ン ドな ど

新 興 国 の 富 裕 層 は今 後 ます ま す 存 在感 を 増 して い くで

あ ろ う。

これ に対 して 貧 困層 は 、地 域 に よっ て は貧 困 度 合 い の

偏 りが み られ る。 世界 銀 行 の 「世 界開 発指 標(WDI)2

007」 に よ る と、1日1ド ル 未 満 で 生 活す る最 貧 困 層(2

004年 に推 定9億8500万 人)の 割 合や1fl2ド ル 未 満 で 生

活 す る貧 困層(2004年 に 推 定26億 人)の 割 合 は 低 ドし

てい るが 、合 計す る と世 界 の 人 口の 半 分 以 ヒが 貧 困 ド

に置 か れ て い る。 ま た 、一一部 の 国や 地域 で は 、 貧 困層

は雇 用 機 会 に恵 まれ ず 、教 育 の機 会 も限 定的 で 、健 康

状 態 に も問 題 が あ る な どの 理 由 か ら経 済成 長 の恩 恵 を

受 け る こ とが で きず 、 そ の 結 果 格 差 が 広 が っ た と して

い る。2008年 のWDIに よ る と、南 米 ・カ リブ諸[kl、 サ

ハ ラ以 南 ア フ リカ で は 、上 位20%の 審 裕 層 が 占め る 所

得 の 割 合 は 下位20%の 貧 困 層 の18倍 に も上 って い る、,

 富 裕 層 の例 を 見 る と、フ ラ ン スの5大 シャ トー を始 め

とす る 高級 ワ イ ン に 中 国や ロ シア の 富 裕 層 が 関 心 を 示

す とい う現 象 は ま さに 消 費 傾 向 の 相 似 を 表 して い る 、

アー トに 関心 を 示 す 新 興 国 の 富 裕 層 や 投 資家 も増 え て

い る。 日本 の 現代 ア ー トの 作 品 に 台 湾 人 や 韓 国 人 が 非

常 に 関心 を示 して 、 日本 で 開 催 され るオ ー ク シ ョン に

参加 す る ケ ー ス が 数 年 前 か ら増 えて い る。 中 国 で も 自

国 の 現代 ア ー トが バ ブ ル と 言わ れ るほ ど投 資 家 な どに

人気 で あ る。

 方 、貧 困層 の例 で は 、08年 の 世界 的 な 食 糧 価 格 の

高騰 な どに よ り、 食 糧 が あ って も購 入 で きな い 層 が 出

て きて お り、今 後 の状 況 を 注 視 す る 必 要 が あ 甑,08年

の ハ イ チ で は 、 米 や 豆類 な ど 日川 食料 品の 価 格 高騰 が

引 き金 とな り国 民 に よ る暴 動 が1週 間 以L続 き 、首相 が

解 任 され た。 エ ジプ トで は小 麦価 格 が 高騰 して 、 貧 困
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層 向 け に政 府 が 補 助 金 を 出 してい た配 給 パ ン が供 給 不

足にな り、配 給 を巡 って死 者が 出 るな どの騒 ぎ とな った。

 第3の カテ ゴ リー は、グ ロー バ ル都 市 と地 方都 市で あ

る、、 グ ロー バ ル 化 に 対応 して い る 大都 市 とそ うで な い

地 方都 市 との格 差 が 、国 内 は も とよ り国際 間 で も生 ま

れ て い る、,2006年 の 中 国の 地 域 別GDPを 見 る と、1位

のL海 市(20,668元)と 最 ドイij:の貴州 省(1,985元)で

は約10倍 もの所 得 格 差 が 出て い る。 中 国 の 著 名 な経 済

学 者 で あ る 清 華 大学 の 胡鞍 鋼 教授 は 、 中 国 に は 「四 つ

の 世界」 が 存 在 して い る と論 じて い る。

 L海 ・北 京 な どの 沿海 部 大 都 市 、広 東 省 ・江 蘇 省 な

ど沿海 部 、 中 部 、 そ して 貴州 省 な ど内 陸 部 を 中 心 とす

る 貧 困 地域 で あ る。 こ う した 地域 間 の 所 得 格 差 は 中 国

だ け で は な く、 イ ン ドや ロ シア な ど他 の 新 興 国 で も、

そ して 日本 や 米 国 な ど先進 国 で も起 こ っ て い る。

 グ ロー バ ル化 が進 ん だ 世界 で は 、都 市や 地 域 の 発 展

は 世界 中 か ら資 金 ・企 業 ・優 秀 な 人材 を ど う誘 致 で き

るか が 大き な 要 素 とな っ て い る。 中国 の 各 地 域 ・都 市

が 外 国 か らの 投 資誘 致 を 競 い 合 っ て い るの は 有 名 な 話

だ 、,また 、 先 に 話 した フ ォー チ ュ ン ・グ ロー バ ル500

社 の 本 社 が あ る都 市 を都llf毎 の 売 一kで上位10位 まで ラ

ンキ ン グ(同 率 順 位 を含 む)す る と、1位 は 東 京 で 、以

トパ リ、 ニ ュー ヨー ク、 ロ ン ドン、 北 京 、 ソウル 、 ト

ロ ン ト、 マ ド リッ ド、 チ ュー リヒ、 ヒ ュー ス トン、 ミ

ュ ンヘ ン 、 大阪 、 ロー マ 、ア トラン タ とな る。1位 の 東

京 と10位 の ア トラン タの売L額 を 比 較す る と、約8.7倍

の 差 とな り、 ト位 都 市の 間 で も これ だ けの 差 が つ い て

い るの で あ るか ら、 ヒ位 都 市 と ド位 都 市 の 間 は 推 して

知 るべ しだ。

 最 後 に 、組 織 と個 人 の 関係 性 の 中で これ まで 以 ヒに

個 人の 和 要性 が 増 し、働 き 方 もボ ー ダー レス化 す る こ

と を 考 え る と、 今 後 は 企 業や 個 人 が ビ ジ ネ ス をす る ヒ

で もli;通の 「価 値観 」 で つ な が る こ とが 大 事に な るだ

ろ う、、特 に08年 秋 の 米 国 発金 融 危 機 以 降 、 米国 流 の 資

本{ が 見直 され 、 人 々の 価 値 観 が 大 き く 多様 化 を始

め た,、そ の1っ が 、 「ソー シ ャル 」 とい う価 値 観 だ,、

「ソー シャ ル ビ ジネ ス1は 環 境 や 貧 困 な どの 社 会 問 題

を ビジネ スを通 じて解 決 して い く とい う取 り組 み を指 す、,

2)グ ロー バル 感 知 力 の 必要 性

 こ う した グ ロー バ ル 化 は 日本 とは ど う関 係 して い る

の だ ろ うか、、 日本 に 長 くい る と グ ロー バ ル 化 を 身 近 に

感 じる機 会 は少 な い か も知 れ な い。 しか し、 これ か ら

グ ロー バ ル化 に 対応 す る の に 必 要な の は 、 「グ ロー バ

ル 感 知 力」 と も言 うべ き カ で あ る。 日本 と世 界 の 間 で

起 こ っ て い る こ とに敏 感 に な り、 違 和感 を感 じる こ と

がで き る 力 が よ り求 め られ るの で あ る。 日本 では 、 口

本 語 で 全 て の 生活 が 完結 し、仕 事 も基 本 的 にH本 語 で

行 われ る た め 、 ・見海 外 の 人 た ち と 自分 の ポ ジ シ ョン

を巡 っ て 競争 が繰 り広 げ られ て い る とは 思 え な い。 英

語 が 共通 語 で様 々 な 国 か ら留 学 生 や 移 民 が 来 て働 い て

い る ア メ リカ な ど英 語 圏 で は 、 「フラ ッ ト化 す る 世界 」

に象 徴 され る よ うに 、既 に 自分 た ち の仕 事 が イ ン ドのI

T技 術 者や コー ル セ ン ター に 移 るの で は な どの 危 機 感

が早 くか ら募 っ て い た 。 日本 は これ まで 日本 語 とい う

言語 が ・種 の 参 入 障壁 に な っ てい た とい え る。

 しか し、現 状 で は 、IT分 野 の オ フ シ ョア 開発 を 日本

語 が 話せ る中 国や イ ン ドの 技 術 者 が 担 うよ うに な っ て 、

プ ロ グ ラ ミン グや 中流 程 度 の 開 発 を 日本 人 が担 当す る

必 要 が な くな って きた 。 今 後 は 、 プ ロ ジ ェ ク トの 品質

管理 やITコ ン サル テ ィ ン グな ど よ り付 加 価 値 が 高 い 業

務 を 担 当 しな けれ ば 、 仕 事 が な くな っ て き て い る の で

あ る,、フ ァ ス トフー ドや コ ン ビニや な どの店 員 で 外 国

人 率 が 非 常 に 高 くな って い るの は周 知 の事 実 だ が 、 デ

パ ー トな どの 小 売 業 で も、 最 近 の 中 国 ・香 港 ・韓 国 な

ど東 ア ジア か らの 観 光 客 増 加 に よ っ て 、接 客 も中 国 人

な どが 担 うよ うに な って き た。 銀 座 の フ ァン ケ ル ス ト

ア の1階 で は 、サ プ リメ ン トを 求 め る 中国 人 観 光 客 が 大

半 で 、 中 国 人 の 店 員 が 対 応 して い る。 秋 葉 原 の 大 手家

電 量 販 店 は 中 国 人 観 光 客 の ツア ー ル ー トに入 っ て い る

た め 、1つ の フ ロア の 店 員 ほ と ん どが 中 国人 に な り、

残 る 口本 人店 員 も顧 客 の 大 半が 中国 人 の た め 、 中 国 語

が で きな い 自分 達 の 仕 事 が な く な っ て き て い る とい う

危機 感 を持 って い る。

 グ ロー バ リゼ ー シ ョ ンの3つ め の ポイ ン トに述 べ た

「グ ロー バ ル 都 市 と地 方 都 市」 とい う点 で は 、 東 京 ・

大 阪 ・名 占屋 な どの 大 都 市 以 外 の 日本 の地 方都 市 は 人

口減 少 、 経 済 停 滞 な どの 影 響 を受 け て い る と ころ が 少

な くな い、、そ の た め 、 地 域 活 性 化 の た め に観 光 に 注 力

す る都 市 も多 い が 、 そ こで も訪 れ る観 光 客 は 東 ア ジア

を 中 心 とす る外 国 人 で あ る。JNTOの 調査 に よ る と、2

009年 の 日本へ の観 光 客 は韓 国 、 台 湾 、 中 国 で1体 の5

割 以 ヒを 占め る。 彼 ら に対 して ヒ産 物 の販 売 や 観 光 名

所 の 案 内 、 旅 館 や 宿 で の サ ー ビス な どを提 供 す る に は
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や は り 日本 語 以 外 の 言 語 が 必 要 にな って く翫,地 方都

市 もグ ロー バ リゼ ー シ ョンの 余 波 か ら逃 れ る こ とは で

き な い し、 む しろ そ れ を 好機 に 変 えて い く努 力が 求 め

られ て い る。
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地方自治体が本格的に導入 を始めるホームページ自動翻訳サービス

「Myサ イ ト翻 訳 」

株式会社高電社

ホ ー ム ペ ー ジ を 英 語 ・中 国 語 ・韓 国 語 に リ ア ル タ イ ム 翻 訳

株式 会社 高 電社(本 社:大 阪 市阿倍 野 区、代 表取締 役社長 岩城 陽.r-)は 、ホー ムペ ー ジに翻訳 開始 の リン クボ タ ンを

貼付 す るだ けで、11本 語 のホー ムペ ー ジを リアル タ イムに外 国語 へ翻 訳す るASPサ ー ビス 「Myサ イ ト翻訳 」 (マイサイ

トホンヤ ク)を 提供 してい ます。2006年11月 、倉敷 市役所 が 日本 国内 の地方 自治体 で初 めて導入 した 当サ ー ビスは 、その

後2年 間の システ ム改良 を行 った ことで、2008年4月 以降 、導入す る地 方 自治 体が急 激 に増加 して います。
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33

34

35

36

37

38

39

40

自治体名

倉敷市

越谷市

佐世保市

綾瀬市

喜多方市

東海村役場

所沢市

蕨市

B立 市

豊島区

大阪狭山市

鹿嶋市

岸和田市

大田区

北区

浦安市

南砺市

一宮市

市川市

春日部市

足立区

小金井市

江東区

登米市

板橋区

つ くば市

寝屋川市

蒲郡市

君津市

宇都宮市

芦屋市

岐阜市

 大田区

子育て支援課

清瀬市

荒川区

東広島市

観音寺市

*さ いたま市

*浜 松市

伊東市

都道府県

岡山県

埼玉県

長崎県

神奈川県

福島県

茨城県

埼玉県

埼玉県

茨城県

東京都

大阪府

茨城県

大阪府

東京都

東京都

千葉県

冨山県

愛知県

干葉県

埼玉県

東京都

東京都

東京都

宮城県

東京都

茨城県

大阪府

愛知県

千葉県

栃木県

兵庫県

岐阜県

東京都

東京都

東京都

広島県

香川県

埼玉県

静岡県

静岡県

導入開始日

2006年11月1日

2008年4月1日

2008年4月1日

2008年7月1日

2008年10月1日

2008年12月1日

2008年12月1日

2009年1月30日

2009年2月1日

2009年2月12日

2009年2月27日

2009年3月2日

2009年3月3日

2009年3月31日

2009年4月 苫日

2009年4月27日

2009年5月1日

2009年6月1日

2009年7月1日

2009年7月1日

2009年7月1日

2009年8月1日

2009年8月3B

2009年9月1日

2009年9月1日

2009年9月30日

2009年11月1日

2009年11月1日

2009年12月1日

2010年2月1日

2010年2月1日

2010年3月1日

2010年4月1日

2010年4月1日

zoio年4月1日

zoio年4月1日

2010年4月1日

2010年4月15日

zoio年4月19日

2010年5月12日

U ・1N-fvl   *印 政令指定都市
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■ホ ー ム ペ ー ジ の す べ て の 情 報 を 外 国 語 に 自動 翻 訳

 日本語 の ホー ムペ ー ジ を自動翻 訳す るには 、同ホー ムペ

ー ジの任 意 ペ ー ジkに 翻 訳 開始 の リン クボ タ ンを 貼付 す

るだ けで、即 日公 開が で きるASPサ ー ビスであ るため 、当

サー ビスの利 用者 に シ ステ ムの 組 み込 み な どの 負担 が か

か らない と ころが 、第1の 利 便 性 といえ ます 。 また翻訳 開

始の リン クボ タンは、ホー ムペー ジ内 の どのペ ー ジに も貼

付 で き、そ の リン クボ タンをサイ ト訪 問者が 選択 した際 に

どのペ ー ジか ら翻 訳 を行 うか を任 意 に指 定 で きる 柔軟性

も兼ね備 えてい ます 。

 第2の 利 便性 は 、翻 訳対象 の範 囲が 同 一 ドメイ ン内の 下

層 ペー ジや リン ク先のペ ー ジに渡 り、す べて 自動的 に翻 訳

され る ところにあ ります。これ まで外 国語 ペ ー ジを設置 し

てい る地 方 自治 体 の場 合 で も約1・数ペ ー ジの 静的 ペ ー ジ

が 用意 され、 しか も、多 くが英語 のみ の対応 に止 まっ てい

ま した が、これ に よ り在住外 国 人向け の情 報提供 量は飛躍

的 に増加 す る ことにな ります。

 第3の 利 便性 は 、ホー ムペ ー ジLの 複 雑 な レイア ウ トや

ペ ー ジ タイ トル 、CMS(コ ンテ ンツ管理 システ ム)で ボ

タ ン化 したテ キ ス ト、画像 にカー ソル を置 い た ときに 表示

され る代 替テ キ ス ト(alt属1生)を も翻訳 して 表示す る解析

技 術 の 向 上に よ り細 部 に わ た り外 国語 に 対応 して い る

こ とで す 。

 第4の 利 便性 は 、 日本 語の ホー ムペ ー ジを リアル タイム

に翻訳す るこ とです。

 外国語 の静 的ペー ジは 、日本 語 のホー ムペ ー ジ と同時 に

リニ ュー アル す る ことが 、都度 の 翻訳作 業 とコ ス トを必 要

とす るた め対応 が 困難 とい え るで しょ う。 当サ ー ビスは、

サ イ ト訪 問者 が翻訳 開始 の リン クボ タ ンを選択 、また は以

後 の リン クを選択す る度 に翻 訳処理 を行 うた め、ニュー ス

や イベ ン ト情 報な ど情 報 の鮮 度 を 落 とす こ とな く タイ ム

リーに提 供 で きるほか 、緊急 ・災害時 の情 報 基盤 と して も

活 用で き るよ うにな ります。

 その他 、市役所 と同一 ドメイ ンで翻 訳ペ ー ジ を表示 した

り、外国語 に翻 訳 してい る状 態 で同 ・言語 によ るサイ ト内

検 索や 翻 訳 したベ ー ジ が海 外検 索 サ イ トに登 録 され る よ

うな機能 も提供 してい ます。

■導 入 検 討 の き っか け は 、 ホ ー ム ペー ジ の リニ ュ ー

 ア ル と翻 訳 精 度

 ある関東 の 自治 体 では、外 国 人登録者数 が最 近10年 で1.

6倍 に増加 してお り、 在住外 国 人へ の情報 提供 が 必 要にな

って きて いる といい ます 。外国 人 登録 者の うち約30%は 中

国 系、約20%が 韓 国及 び朝鮮 系、同 じく約20%が フ ィ リピ

ン系 で、そ の他 に もブ ラ ジル 系、 タイ 系、 パキ スタン系 、

バ ン グラデ シュ系 な ど多岐 に わた ります が、話 され る 、亨語

は英語 ・中国語 ・韓 国語 が ヒ位 を 占めて います。

 当 自治体 で も従来 、在 住外 国人 向け に英語 ・中国 語 悼 準

国語 ・ポル トガル 語版 の 「ごみ カ レン ダー」や 「防 災マ ッ

プ」な どを配付 し、英 語版ホ ームペ ー ジを開設 して行政 情

報の提 供 に努 めて きたが 、翻 訳作 業はボ ランテ ィアの 外国

人 な どに頼 る部分 が 多か ったた め時間 的、情 報 埴的に も限

界が あ るこ とは否 めず 、とくにホー ムペー ジに新 しい情 報

を掲 載す る ことが難 しか った といい まず 、

 またMyサ イ ト翻 訳 の翻 訳精度 に っい て 「自治体 の導 人

実績 が最 も豊 富な 自動 翻訳 サー ビス と してMyサ イ ト翻 訳

の こ とを知 りま した。」と話す 自治 体広 報の担'li者は 、1国

際 交流 担 当部 門 の 協力 を得 て 翻訳 精度 の 検証 を行 った と

ころ、 あ らか じめ 自動 翻訳 で ある こ とを理 解 して いれ ば、

翻訳結 果は非 常 に満 足 です。」 と評価 した こ と も導 人 の決

め 手とな ってい ます、,

■ オ ンラ イ ンユ ー ザ ー 辞 書 機 能 に高 い評 価

 外 国人訪 問者 は、日本 サイ トを どの よ うな 方法 で閲覧 し

てい るので しょ うか。

 す でに 「無料 翻訳 サー ビス」で最 も評 価が 高 く、広 く利

用 され て い る 「excite翻訳」 で は、 高電 社 の中国、llトや韓 国

語の 翻訳エ ン ジンが採 川 され て い ます が、外国 人訪問 者が

この 「無料 翻訳 サー ビス」 を利 用す るに は同サー ビスを開

い てか ら翻訳 したい ペ ー ジのURLを 打 ち込む必 要 が ある

た め、"ワ ン ク リック"サー ビス とは いかず 、 また辞1韮}二登録

な ど訳質 向Lの 機 能が提 供 され てない ため、地名 な どの 固

有 名詞や行 政用 語 な ど誤 訳す る箇所 も多か ったはず です1,

 2006年11月 の 倉敷 市役 所 導人 以降 、機械 翻 訳の結 果の

み で提供 を開 始 した 「Myサ イ ト翻 訳」 は 、提 供 先 ごとに

訳 質 向 ヒが可 能 な オ ンラ イ ンユ ーザ ー辞 詐登録 の機 能 追

加へ と進化 を始 め、2008年4月 以降 の急激 な導 人実績 増 加

の 要因 とな りま した,,

 この オン ライ ンユー ザー 辞 書登録は 、単語 単位 、文';㌔1単

位 のtir録が 可能 です,,文 章単位 で登録 した場 含は 、翻 訳 と

同時 に ネイテ ィブ 文 亭三が 表示 され 、ペー ジ トで機械 翻 訳 と

ネイテ ィブ翻訳 の結 果 を混在 させ るこ とがr能 で 、市長の

ペ ー ジな どニ ュア ン スを きっ ち り伝 える必 要 があ るペ ー

ジな どに有効 です。また、HTMI.ソ ー ス レベ ルで登録 が ・f

能 のた め、翻 訳 と同時 に画 像やFlashtr;ど で 表示す る箇所
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を外国 語版 の画像やFlashな どに差 し替 え て表示 す る こと

も可能 にな りま した 、

1箪禰 繍醸職 騨徽 甲鵬騨鰍脳 糊 飼蜘 熈脚卿聯 三欄i讐 凹卿
           ㍗

.、 〆 も顧 鰯 組 迅

      ゴo撒 漕 噸・

■自動翻訳の訳質向上に取 り組む地方自治体

,7仙 の ■藻IP 衰示亀ρ お螂 、入りqリ ツ廟ルΦ ヘルプq」,

9震 る・ ノ 湘 薗 し 鰍 腕 入りの

 U

      勝訊辞霞管理ペー一ジ

           ペ胃携 糖.

 Ω盤 盤 裏再Q鯉 蔓二遁齪 塑岨 五孟曼霊 工魁
   SaoSi以1〆クtrべが職い嘱合 BMYI:ログアウトします.

   原Ψ             訳文
1A型`購,r コ吐r 吋        1 LfL   Sl  lu

言3吾8菖 リ1辞露 名囎 ・旨画

 FIItFIB  璽
 旦ヰ

i

のページ更隈示辮 賦 ● イ"一 ネ,ト

 高電 社 は、導人サ イ トを定期的 にチ ェ ッ クす る と共に栄

語 登録 や 日本 語 テ キ ス トの 文章表現 に関 す るア ドバ イ ス

を行い、必 要に応 じて辞 詐登録 の作業 代行や研 修 会の 開催

を1Jっ てい るほか、これ まで導 入 した 自治 体の訳 質向Lで

tit録した辞,勢:を基本辞,1;:として 一元化 し、新規導 入時 に初

期 登録 を行 ってい ます、、

 ・般 的に機械 翻 訳に よる訳質 は 、原 文の 日本 語 の状態 に

依 存 して変 わ ります。訳 質 向上の ポイ ン トと して、次の よ

うな こ とが 考え られ ます。
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昌 訳質低 ドを招 く 日本語 原文 の要 因

(1)理 解 しに くい 長文

(2)文 節 区切 りの位 置

(3) 目白勺r言吾(7)イ立置

(4)造 語 、新語 、 専門用語 な ど

(5)比 喩 的 、 口語 的、専 門的 な表現

(6)文 の途 中の改行

(7)誤 字 、脱字 な ど

■ 訳質向 ヒの ポイ ン ト

(1)長 文を避 け 、複 数 の短 文 で書 くよ うにす る。

(2)動 詞の 区切 りで文 を区切 り、助 詞や構 文を整 える。

(3)箇 条 書きを利 用す る。

(4)記 述 しな くて も意 味が伝 わ る表記 は省略す る。

(5)ま わ りくどい言い 回 しを避 ける、、

(6)同 じ単語 や同義語 が、 文中 に敢複す るの を避 ける。

(7)あ る語句 が どの語 句 と関連 してい るか をは っき り示

  す よ うにす る。

(8)1三 語 ・目的 語は でき るだけ 省略せず に明記 す る。

(9)同1、二異義語 ・ひ らがな 表記 に注意す る。

(10)比 喩 的 な表現や 造 語の 記述 を避 け る。

(11)前 後の 文脈が はっ き り分 か るよ うにす る。

(12)多 義的川 語 を適 切 な動詞 に変 え る。
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 2009年11月 に 「Myサ イ ト翻 訳」 を導入 した 大阪府寝屋

川 市役所 で は、オ ンライ ンユー ザー辞 書登録 の活 用は もと

よ り公式 サ イ トに記 載 され る 日本語 につ いて 、L記 内容 に

気 を配 り、可能 な限 り機 械 翻訳 で良質 の翻訳結 果 が表 示 さ

れ るた めの試 み を行 っ てい ます。

 また 同 市役所 で は、 「日本 人 と外国 人 の問 であ って も、

コ ミュ ニケ ー ン ヨン を分 け 隔て な くで きる とい うこ とが

最 も大切 な こ とと考え、その た めに も、誰が 見て もわか る

よ うなホー ムペー ジを作っていきたい、」 と考え られてい ます 、
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■進化す る 日中 ・中 日翻訳 エンジン

 最近の新聞報道では、既に中国のネット利用者数が米国

を抜き世界 ・になったと報じられ、急激な経済成長ととも

に中国語が英語を抜き 「世界最多の言語」となる日も近い

のかもしれません。

 'li社の 日中 ・中 口翻訳 エ ン ジンは、1998年 中国語 翻訂{ソ

フ トウェア を発売 して以 来、1・数年 に渡 る改 良を続 けて き

ま した、,この改良 の歴 史にお いて 、当社 ヱ ンジンは 飛躍 的

な進 歩 を とげ ま した,

 ソフ トウェア的に は、翻訳 辞 井容 量が拡 大 し登録i巨語数

は 大幅に増 加 しま した。翻訳技術 にお い ては、開 発'li初il

流 とされ ていた 文法 中心の ルー ルベー スに加 え、文例 翻訳

や統 計的 な 手法 を取 り人れ た ハイ ブ リッ ド型 へ と進 化 し

てい ます。 これ らの 改良 に よ り、以 前は 部分的 に しか理 解

で きない翻 訳 レベ ル で した が、文意 をほ ぼlil確に理 角早す る

こ とがで き る レベ ル に到達 しつつ あ ります、,.裏た 、多様 化

す る情 報 に対 しては 分野 を特 定 して 専 門川IIIIIII'1'f:を利 川

した り、固有 名詞 につい てはユ ーザ ー辞 詐を活 川す るな ど

翻訳 環境 を充実 させ る ことで、利川 者が 望む適 切な訳 出を

実現 す る ことが で き るよ うに な った こ とも翻訳 率 向i:の

大 きな要因 と言え ます。

 口本語 と中国語 で は,㌃語 的に も相違点 が 多 く、解 決が 困

難 な問題 も多 々あ ります。特 に、原 文そ の もの に曖昧1'kが

あ った り、 文脈 、状 況 、 ・7:場に よって解 釈が 異な る場 合、

機械 翻訳が ク リアすべ き課題 は 山積 してお り実す,、しか し、

機 械 翻訳 の強み が発揮 され る領域 、例え ばマ ニ ュアルや 論

文な どの規 則的 で明確 な 文 章の翻 訳は 、ス ピー ド・統 一性

にお いて は もちろん の こと、翻訳率 にお いて も ヒューマ ン

翻訳 に劣 らない 有用性 が 、近 い将 来期待 でき ると思 ってい

ます。

 今 後 も、当社は 常に進 化 しつづ ける翻 訳エ ンジン を提 供

して参 りたい と思 ってい ます。
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China Wbrkshop on Machine Translation(CWMTO9)参 加 報 告

株式会社富士通研究所

     長瀬 友樹

は じめに

第5[・】中国機械 翻 訳研 究会(China Workshop on Machi

ne Translation、 以 下CWMTO9)が 、2009年10月13-14

日、南 泉人学 で開催 され た。 この会議 は ・年 に 一度 中国の

機 械翻 訳研 究者 が ・堂 に集 まって 成 果 を発 表す る場 で あ

り、2005年 にアモイ で第 一回 大会が開 かれ て以 来、ハル ビ

ン、北 東を 回 って、今 回が 第5回 目の 大会で あ る。 ちなみ

に、第3回 大会 までは"Symposium on Statistics Machin

eTranslation, SSM「P'と い う名 の ドでSMT中 心 の研 究発

表がな されて いたが 、昨 年か ら会議 の名称 が改 め られ 、機

械 翻訳 の よ り広い分 野で 発表が行 われ る よ うにな った。

私が 会議 に参 加 した セた る 目的 は、AAMT機 械翻 訳課題 調

査委 員会WG 1の 活動成 果 の発表 であ る。WG 1で 構築 して

きた 日中機械 翻 訳 文の評価 の ため のテ ス トセ ッ ト(以 下 、

AAMTテ ス トセ ッ ト)の 概 要 説明 と、AAMTテ ス トセ ッ ト

を川 い て実 際 に代 表的 日中エ ンジ ンの 評価 実験 を行 った

結 果 につい ての報 告を行 った,,

南京 市は 占 くか ら長江流域 ・華南の 中心地 で、かつ て 首都

が 置かれた こと もあ る。 人11700万 人 を超 え る大都 市で あ

るが 、最近 の北京や 上海 に比 べ る と、良い意味 で 中国 ら し

さを残 した街 だ と思 う。南京 とい えば、多 くの 日本 人に と

って 、過 去に 不 幸な歴 史が あった場 所 と しての 印象 が強い

か も しれ な い。私 も南京 市民の対 日感 情 が悪 いので はない

か と心 配 した が、 これ は杞 憂 であ った。3日 間 の滞在 中、

rl分 が 日本 人で ある こ とか ら不愉 快 な 思 い を した こ とは

 ・度 もなか った。

会議概要

会場は南京市のほぼ中央に位置する南京大学である。中国

を代表する総合大学のひとつで、広い敷地の中に重厚な建

築物が点在しており、大学の歴史を感じることができる。

会議が行われたのは比較的大きな教室であったが、教室の

後ろにf備 の椅rを 並べてやっと全員が座れるとい う満

員の状態だった(写 真1)。 とにかく人が多く熱気がムン

ムンするところも、最近の中国を象徴しているようで面白

か った。並行 の トラ ソクはな く、全員 が 同 じ教室 で 同 じ発

表 を聞 く形 で あ る。 参加 人数 はお よそ150名 で ほぼ 全員が

中国 人。海外 か らは私の他 に シンガ ポール と米 国か らの発

表が あ ったが、発表 者は どち らも中国語 のネイ テ ィブだ っ

た。 日本 か らの参加 は私 一人 であ り、参加 者の顔 を見た限

りで はア ジア人 以外 の 参加 者 を 見つ け る こ とはで きなか

った。

会期 の1日 目は、 プ ログ ラム委 員長 の 中国科学 院Sun教 授

によ る開会 の挨 拶 のあ と、評価 タス クに参 加 した各 チー ム

か らの プ レゼ ンが行 われ た。夕刻 には大学 の レス トラ ンで

レセ プ シ ョンが あっ た。2日 目は 一般 の技術 論 文発 表のセ

ッシ ョンにお いて12件 の 発表が 行われ た。

〆
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写真1 会場風景

評価 タスク参 加チ ーム か らの報 告

CWMTは 、 あ らか じめ 共通 の評価 タス クを設 定 して参加

チー ムを募 り、各チー ム は事前 に配布 された 学習 コーパ ス

を使 って機械 翻訳 シ ステム を開発 し、その結 果 を本 会議 で

報 告す る とい う形で進 め られ る。 ち ょ うど、IWSLTやNI

STな どの 評価 型 ワー ク シ ョ ップで 行わ れ てい るや り方 と

同様 であ る。 た だ しCWMTの 場合 はテ キス トか らテ キ ス

トへ の翻訳 であ り、音声技術 の評価 は含 まれ ない。今回 設

定 され た タス クは以 ドの5つ で ある。

(1)中 英翻 訳 新 聞 記 事(単 一 システ ム)
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(2)中 英翻 訳 新聞記 事(融 合 シ ステ ム)

(3)英 中翻 訳 新 聞 記 事

(4)英 中翻 訳 科 学技 術 文献

(5)中 蒙翻 訳 口常 会話 文

参力i】チー ムは17で 、 うち外鰍 と してSYS㎜ 、 M

icrosoft、 Fujitsu、 HKUSTの4団 体 が含 まれ る。ただ しS

YSTRAN以 外 は 中 国本 ヒ(ま た は 香港)に ある拠 点か ら

の参加 で あ り、実質 的な外 国企 業はSYSTRANの みで あ る。

各 システ ムの出 力はBLEU、 NIST、 GTM、 mWER、 mP

ER、 ICTで 評価 され 、予稿集 に評 価結 果の ・覧表 が掲 載 さ

れ てい る。 中英翻 訳 はMicrosoft、 英 中翻 訳で は 【}1国技 術

院 計算技術 研 究所 の システ ムが 、最 も良 い成績 を納 めた。

評価 に用 い られ た システ ムは大 半がSMTベ ー スであ るが 、

ノレール ベー ス システ ムを基本 とす るSYS㎜ 力欄 タ

ス ク(1)で3位 な ど)し てい たのが 印象 に残 った。

一般技 術論 文発 表

会議2日 目は一般 技術 報告 のセ ッシ ョンで12件 の 発 表が あ

った。その うちの1件 と して 、 「AAMTテ ス トセ ッ トに よ

る 日中機械 エ ン ジンの評価 」と題 して 、私 か らAAMT機 械

翻 訳課題 調査 委 員会WG 1の成 果 報 告を行 っ た。 具体 的 に

は 日中翻訳 のた めに構 築 したテ ス トセ ッ ト(評 価 例 文 と評

価用 設問 文)の 説明 と、テ ス トセ ッ トを使 っ て実際 に 日中

エ ン ジン を評 価 した結 果 につい ての 報告 で ある。2fi間 の

セ ッシ ョンで英 語 に よる発 表は 私だ けだ ったが 、聴 衆は熱

心 に聞い て くれ 質疑 も活 発だ った。 「設 問を作 って い るの

は 言語学 の専 門家か?」 とい う意 味の質 問 を複 数の 人か ら

受 けた こ とか ら、テ ス トセ ッ トの利 川者 は設 問設 定 の網羅

性や 妥当性 につい て関心 が高い ことがわか った。今 後検 証

してい く必要 が ある と感 じた。

なお 、前 日の レセ プ シ ョンで何人 かの 中国 人 と会 話を した

がAAMTの こ とを知 らない人 が意外 に多 か ったた め、自分

の発 表の 冒頭 でAAMTの 全体 的 な紹 介 を行 って か ら本 論

に入 るよ うに した。AAMTの 存在 と活 動内容 にっ いて 中国

の機 械翻 訳 関係 者 に 知 って も ら うた め に 淀 の 効 果が あ

った と考 えてい る。
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言語 の壁

余 談 にな るが 、CWMTは 外 国 人 の参加 を 前提 に して お ら

ず 、重要な情報 の 多 くが 中国 語のみ で通 知 され た。そ のた

め、今 回CWMTで の 発表 に纏 わ る経験 か ら、 奇 しく も、

自分 自身 が 言語の壁 を実感 す る ことな った、、た とえば 、論

文の採録 通知 、投稿 原稿 の執 筆 要領 、 琳高集、会場 で配 ら

れ る参加 章(写 真2)な どがす べて 中国語 表記 であ り、読

み解 くのに大 変 呂:労した。 当 口の 会場 にお いて は、中国語

を理 解 で きな い私 に は 中国語 での 発 表を 聞い て も内 容 を

ト分 に理 解す るこ とが で きな いた め、呂難 の連続 で あ った 、

この よ うな場 面で は、や は り機 械 翻 沢は便利 な ツー ルで あ

る。実際 に中国語 の メール を読 む際 に何度か機械 翻 訳のお

世話 になっ た。 も しも、看板や 資料 を撮影す る と瞬時 に 文

字 を認 識 して翻訳 して くれ るカ メラや 、中 国語に よるi

を リア ル タイ ム に翻 訳 して 読み1:げ て くれ るツー ル な ど

が使 えた と した ら、今回 の中国 出張 がよ り有意義 な もの に

な っていた ことは間違 いな い。
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おわ りに

CWMTO9へ の参加 を通 じて、 中国の機 械 翻訳研 究 が想像

以i二に活発 であ る ことを知 った。特 にSMTの 研 究で は、研

究者 の 層 の厚 さや研 究規模 の大 き さで 口本 を凌 ぐ勢 い を

感 じた,昨 今 、中国 は経 済 をは じめ と して様 々な領域 で急

成長を遂げているが、機械翻訳研 究も例外ではないようである。

・方
、機 械翻 訳の社 会へ の普及 を考 えた場 合に は、AAMT

の よ うに 人学 とメー カ、ユー ザ が一緒 にな って様 々な観点

か ら機 械翻 訳の課題 につ いて議 論す る よ うな場 が、今 後 の

中国 に も必 要か も しれ な い。 次 回のMT SUMMITが 中圏

のア モイ で開催 され る ことを契機 として 、AAMTが 日中の

機械 翻 訳関係 者の 交流 を促 進す るこ とが で きれ ば 、両国 の

機械 翻 訳に とっ て この 上な く意 義深 い こ とで ある。

今 回 の会議参 加 を通 じて、 中国 科学院 のSun先 生 、ハル ビ

ン工大 のZhao先 生 をは じめ、中国 を代 表す る機 械翻 訳研 究

者 との交 流 を深 め られ た こ とは 大 きな収穫 だ った。 また、

中国 の学 生や 若 手研 究 者 にAAMTの 存在 と活動 に つい て

ア ピー ルで きた こ とも良か った と思 う。た だ、南京 には北

京出 張の帰 りに 立ち寄 った だけの短 い滞在 だ った ため、名

所 を見てlrl1る時 間が なか った こ とが残念 で ある。次 の機 会

があれば、緑豊 かな華南の古都 をゆっ くりと散策 してみ たい。
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LISA China Focus発 表 報 告

株式会社富i二通研究所

     大倉 清司

 AAMT課 題 調査委 員会 標 準化 ・共有化 ワー キ ン ググル

ー プ(WG3)で 策 定 して い るユー ザ辞 書標 準 フ ォー マ ッ

トUTX(※)に つ いて 、 HSA China Focusで 発 表 してき

ま した。

 LISA Ch血a Focusは 、 HSA(The Lρcalization Indu

stry Standards Association)が 主催 す る ワー クシ ョ ップ

で 、2009年11月16日(月)か ら111J 18日(水)ま で 中国 ・

北京 のRadisson SAS Hotelに て開催 され 、164人 が参加

しま した。

 HSAが 規 定す る翻 訳 メモ リの標 准 フ ォー マ ッ トTMX

は広 く使 われ てお り、日本の機械 翻 訳 メー カー も翻 訳 メモ

リの形式 と して㎜ をサ ポー トして い ます。LISAは 用1吾

集 の標 準 フォーマ ッ トと してはTBXを 規 定 してい ますが 、

仕様が複雑で あ り、 事実 上広 く使われ ていないのが現状です0

 今 回 、HSAの ワー クシ ョ ップに参加 した 目的は 、 UTX

につい て発表 し、翻 訳 に携 わ る海外 の多 くの 人々 にAAMT

お よびUTXの こ とについ て知 って も ら う他 に、会議 の参加

者 と交流 を深 め、機 械 翻訳 を もっ と使 って も ら うよ うに促

す こと、 また1.ISAと 共同 で 、辞書 の標 準化 に 向け て連携

で きな いか打 診す る ことで した。

 参加者 は ローカ ライ ズの会社 、翻 訳 会社が ほ とん どで し

た が、機 械 翻訳や 翻訳 メモ リツール な どを開 発 してい るベ

ンダー も参加 して いま した。全 体的 に 、標 準化 に 関 して 非

常 に興 味 が 高か っ たです 。 か な りの(翻 訳)会 社が 、10

以 ヒの 言語 を扱 ってい る印象 で、自国 語 と英 語だ けの翻 訳

だけ とい う会 社は なか った よ うに思 い ます。 ロー カ ライ ズ

業界で は、 多言語 を扱 うのは 当然の よ うです。

 機 械 翻 訳 は実 際 の ロー カ ライ ズ にお い て はほ とん ど使

われて いな い よ うです。 一部 導入 して い る会 社 もあ ります

が、効率化 で きてい ない よ うで した。 ・方、翻訳 メモ リは

使 われ てい ます。ロー カ ライズ におい て も辞,}矧 きは 多用

されて い るが 、それ は機 械翻 訳技 術 を使 っ て簡k?に 組 み 込

めることを、参加 者との交流を通 じてア ヒー ル してき ました,

 私 の発 表で は、標 準化 のパ ネルセ ッシ ョン と同時 開催 だ

ったに もかか わ らず40人 く らい の聴iil'FTIがい ま した、, AA

MTの ことを知っていたのは7名程度(ほ とん ど日本人)で した,

 質 疑応 答 で は}{に 以 下の よ うなや りと りが あ り、UTX

に対す る高い関心 が うかが え ま した:

Q.(発 表で は、英 語、 日本 語 、中国 語に関 してUTX-S辞

書の例 を示 した が)他 の 言語で も使 えるのか?

A。 全 て の現 象 を扱 えるわ けで はな いが、最低 限(名 詞な

ど)は で きる と 考えて い る。

Q.効 率 の評価 は したか?

A.し てい ない、、

Q。 効率 よくUTXを つ くる ツール な どは あるか?

A.今 の ところは ない。

発表 の後 、個 人的 な質 問 もあ りま した:

Q.「11国 語の翻 訳 ソフ トを業務 に使 って い るが 、UTX-Sを

その ま ま使 え るのか?

A.コ ンバー ター を用 意す る必 要が ある、,将来的 に翻訳 ソ

フ トがサポ ー トす れば使 える よ うにな る,

 LISAと の協 力体 制 につ い ては 、'拝務1,,,1のMichael An

obile氏 と、標準 化 を推 進 す るArle Lommel!Cと 話 し合っ

た結 果、AAMTとHSAの 関係 を深 め 、お ノ1:いに 協力 して

標 準化 をすす め る ことにな りま した、,帰国 後、LISAか らA

AMTと メ ンバー シ ップ を交換 す る こ とについ て提案 が あ

り、AAMT側 は基本 的 に合意 して い 主す,理 匹1}:会でIE式 に

決定す るこ とに な りそ うです,,

 今 後です が、これ か ら開発 されて い く翻 訳ユ ンジ ン もあ

るで しょ うか ら、国 際会議 な どで継続 的 にUTXを 発 表 して

い くことが 和 要だ と感 じま した。それ に よ り、 多くの 翻訳

エ ン ジンがUTXを サ ポー トすれ ば、世界 中の 人々が辞Il㌻を

共有 で きる よ うにな ります。

※ UTXに つ い て は 以 ドのURLを ご 参 照 く だ さい,

http:1!www.aamt.info/Japanese/utx/
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CommitteeReort

Common Format for User Dictionary UTX

    (Universal Terminology eXchange)

WG3, MT Research Committee

"Translation software is useless"Are you sure?

Advantages of UTX

・ Significantly improve the translation accuracy

・ Accumulate, share, and reuse translation assets

・ Cut the time and cost to check up terminology

Introduction

UTX(universal terminology eXchange)is a common format for user dictionaries established by

the AAMT(Asia-Pacific Association for Machine Translation). It is an open specification, and the

AAMT is working towards its standardization. The AAMT is an organization consisting of

researchers, developers, manufacturers, and users of machine translation(MT). MT is the core

technology of translation software.

Characteristics

UTX greatly improves the accuracy of translation software by sharing the knowledge of

terminology in a bilingual format. The goal of UTX is to create a simple, easy to make, easy to use

dictionary from a user's viewpoint, not a developer's.

Different manufactures'translation software can use the same UTX dictionary. Also, a UTX

dictionary is human-readable, and it can be used as a glossary which does not involve translation

software at all.

Why UTX?

With UTX, a user can easily share and reuse user dictionaries of translation software. When

translation software fails to translate correctly, the problem is often that it doesn't have sufficient

translation knowledge of certain words and phrases that should be translated. UTX can greatly

improve the accuracy of translation software by supplementing translation knowledge as user

dictionaries.

 Until now, even if a user of translation software makes the effort to prepare user dictionaries,

the knowledge is fragmented and dispersed, and thus not effective. Also, even a simple plain text

file is difficult to share or to reuse, if its format is not standardized as a dictionary. However, if a

single standard like UTX is adopted, dictionaries can be widely shared among various tools, such
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as translation software from different manufactures, and they can also be reused quickly.

Translation

software A
     _闇一圏_一ノ

Sh・轍 鳶 ・・f

・・.; ↑ 繍

 Sharing across different
machine translation systems

Translation

software B

Translation

software C

Types

 There are two types of UTX:

UTX-Simple...Asimple tab-delimited format.

UTX-XML...AXML format which can contain many data(specification under development).

Who uses UTX?

 UTX is specifically designed to be used by end users of translation software, or translators. It

does not require any advanced technical knowledge of linguistics, grammars, or machine

translation software etc. to create or use it. It can be made only from minimum data such as basic

parts of speech(noun, verb, etc.), and the plural form, if the entry is a noun.

In which domains?

UTX can be used in any domain, if it is specialized to a certain extent, such as ICT, medicine,

law, engineering translation etc. It may not be suitable for translation of nonspecialized, general

contents.

What kind of words should we include?

Basically, a UTX dictionary should contain only technical terms of a specific domain. In most

cases, entries are nouns, especially compound nouns. For example, a word like"XML declaration"

can be correctly translated into its Japanese equivalent,"XML宣 言"by just registering it in a

user dictionary. Basic vocabulary like"window"should not be included, because such words are

already contained in the system dictionaries of translation software. Translation accuracy can be

improved by collecting, sharing, and reusing the data of fine-tuned bilingual translations which

are not included in translation software out-of-box.

 Sentences should not be included, except when it is appropriate to treat them as a kind of

"words
."As a rule, UTX should be separated from translation memory, which is a bilingual

database of sentences, rather than words.

Is it multilingual?

Yes. The character code of UTX is Unicode(UTF-8)and all the languages that can be handled by

UTF-8 are accepted. However, a UTX-Simple dictionary includes only entries of the single source
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language A, and their translations in the single target language B. The dictionary from B to A

comprises another dictionary.

How do we make UTX?

UTX-Simple dictionaries can be easily created and edited with any text editor or spread sheet

application. With a conversion tool, a UTX-Simple format dictionary can be converted into some

proprietary formats for translation software.

UR,L for the conversion tool

http:11www.aamt.info/Japanese!utx!

Atool is also under development to convert various formats to UTX format.

To open source developers and translators-Why not release your glossary in UTX format, and

share it with others?

 By releasing and sharing glossaries, you can localize your software more quickly, and allow users

to access it from all over the world.

UTX mailing list

Anyone can participate in the discussions on UTX through a mailing list.

Please search the Web with the keywords"UTX mailing list."

Reference materials

Okura Seiji et al.(2008)"lntroduction to UTX, a specification for a shared user dictionary"13th

    Annual Meeting of Association for Natural Language Processing

Francis Bond et al.(2009)"Sharing User Dictionaries across Multiple Systems with UTX-S"in Second

    International Workshop on Intercultural Collaboration(IWIC2009), Stanford

Example

 (based on UTX-Simple 1.0)

#UTX-S 1.0;en-US/ja-JP;

 !1:-03-15T10:00:00Z+09:00;copyright:Francis

Bond(2008);license CC-by 3.0

#src                                src:plural

'new

ミf・・t

prosody

save

新 規 の

高 速 な

韻 律

{呆イr寸一る

'adj

ミ・dj

noun

verb

prosodies

#denotes a comment line.
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 一1st line(comment line)Basic information on the dictionary. Each item is divided by a

semicolon and a space."UTX-S"means UTX-Simple.

# UTX-S <version number>; <source language>/<target language>;  <last update

timestamp>; copyrights <Copyright holder>; license  <License>; <Additional data>

(optional)

 2nd line(comment line)The names of properties. Each item is tab-delimited.

In the above example

#<Source word><Target word><Part of speech of the source word><Plural form of the source

word>

The 3rd and subsequent lines contain actual entries. Each item is tab delimited.

The character-encoding method is UTF-8(with no BOM).

Tips for making a UTX dictionary(glossary)

-Define the domain of the dictionary clearly.

 Only use upper case for proper nouns.

-The basic form of word should be entered(singular form for a noun , root form for a verb-as you

would see in a commercial dictionary).

-Any comments should be noted separately in the comment field, not as a part of the entry.

 Choose only the single, most appropriate translation corresponding to a source word. If it has

multiple DISTINCTLY different meanings, they can be treated as separate entries.

Disclaimer

By using the specifications of UTX, UTX-Simple, and UTX-XML(hereinafter collectively called

"UTX Specifications")or the dictionaries based on UTX Specifications(hereinafter called"UTX

Dictionaries"), you agree to be bound by the following terms. The invalidity or unenforceability of

this disclaimer shall in no way affect the validity or enforceability of any other provision herein.

 1. To the authors of UTX Dictionaries and related tools from the AAMT and its members

 (1)UTX Specifications are made public, and anyone can use them. The AAMT, however, does

not waive any rights thereof and no one may alter UTX Specifications nor make them public.

(2)THE AAMT AND ITS MEMBERS PROVIDE UTX SPECIFICATIONS"AS IS,"WITH NO

GUARANTEES WHATSOEVER. YOU SHOULD USE UTX SPECIFICATIONS AND UTX

DICTIONARIES AT YOUR OWN RISK.

(3)THE AAMT AND ITS MEMBERS SHALL NOT ASSUME ANY RESPONSIBILITY FOR

UTX SPECIFICATIONS AND THE RESULT OF THEIR USE INCLUDING, BUT NOT LIMITED

TO, THE EXISTENCE OF INFRINGEMENT OF THIRD PARTIES'RIGHTS AND THE

ACCURACY, ADEQUACY AND QUALITY OF THE TRANSLATION.
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(4)THE AAMT AND ITS MEMBERS SHALL NOT ASSUME ANY RESPONSIBILITY FOR

VERIFYING NOR DO THEY GUARANTEE THE LEGITIMACY OF THE COPYRIGHT FOR

EACH UTX DICTIONARY. YOU AND THE ORIGINAL AUTHOR OF EACH UTX DICTIONARY

ARE RESPONSIBLE FOR THE LEGAL PROBLEM IF IN ANY CASE THAT THE ORIGINAL

AUTHOR OF THE UTX DICTIONARY IS NOT THE LEGITIMATE HOLDER OF THE

APPROPRIATE COPYRIGHT.

 (5)The AAMT and its members grant you the permission to stipulate the terms and conditions

for the use of UTX Dictionaries by their users for commercial or non-commercial purposes as long

as you have the appropriate copyright;provided, however, that the author of UTX Dictionary is

solely responsible for verifying the legitimacy of the copyright for data used in the UTX Dictionary.

(6)THE AAMT AND ITS MEMBERS SHALL NOT ASSUME ANY RESPONSIBILITY FOR

THE RESULT OF USE OF THE TOOLS RELATED TO UTX DICTIONARIES.

2.To the users of UTX Dictionaries from their authors

The users of UTX Dictionaries may make use of UTX Dictionaries, in accordance with their

license terms and conditions. Since the license terms and conditions of UTX Dictionaries are

varied, please confirm the license indicated in the UTX file header.

3. To the users of UTX Dictionaries and related tools from the AAMT and its members

THE AAMT AND ITS MEMBERS SHALL NOT ASSUME ANY RESPONSIBILITY IN

CONNECTION WITH THE UTX SPECIFICATIONS AND THE RESULT OF THEIR USE

INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE EXISTENCE OF INFRINGEMENT OF THIRD

PARTIES'RIGHTS AND THE ACCURACY, ADEQUACY AND QUALITY OF THE

TRANSLATION. You should resolve such problems between you and the author of the UTX

Dictionaries.
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卜AMT会 員 の ひ ろ1ま?

 AAMT会 員の 新 た な 交 流 の 場 をAAMT Journal誌 面上 で 提 供 す るべ くス ター トい た しま した 「AAMT会 員 の

ひ ろ ば」、会 員の 皆 さ まの ご助 力 を い た だ き ま して 、第 一回 のNo.41の ス ター トか ら第 七 回 を迎 え る こ とが で き ま

した。 今 号 で は、 法 人 会 員 社 、 個 人 会 員 二 名 の 皆 さま か らの ご寄稿 を い た だ い てお ります 。

 独 自 のお 取 組 み の ご紹 介 、機 械 翻 訳研 究 へ の提 言、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど 、今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ い た だ き ま した 。

 AAMT Journa1で は 今 後 も・j lき続 き 、 会 員 の 皆 さま か らの ご 寄稿 を 心 よ りお 待 ち して お ります 。

 ご寄稿 ・お 問 い合 わ せ はAAMT事 務 局(E・mail:AAMT-info@AAMT.info)ま で宜 し くお 願 い い た します 。

法人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

勝 田美 保 子(株 式 会 社 十 印 会 長)/KATSUTA Mihoko (TOIN Corporation)

自己 紹介

 私 は 、1963年 に事 業 を 、レ:ち上げ、 た ま た ま時 流 に乗 って 翻 訳 、通 訳 、マ ニ ュ アル 制 作 、そ の他 、国 内 向 け 、

海 外 向 け テ クニ カル ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン サー ビス に 取 り組 ん で 参 りま した。 今 は 、 更 に ソ フ トウ ェア の ロー カ

リゼ ー シ ョン が}{役 です 。

約3年 前 まで 、20年 余 、 私 は 「]本翻訳 連 盟(JTF)の 会 長 を つ とめ ま した。20数 年 前 に な り ます が 、 JTFで

10数 人の 会tlで ル クセ ンブ ル グに機 械 翻訳 開 発 の状 況 を 見学 に い っ た こ とが あ ります 。 大変 興 味 深 い旅 で した。

今 、AAMTとJTFは 相 互 会 員 で もあ り、何 か と ご協 力関 係 に あ ります 。

MT1翻 訳 と の か か わ り

 今 か ら30年 ほ ど ま え、京 都 大 学 の1二学 部 の 教授 で お られ た 長 尾 先 生 の ご依 頼 を うけ て 、弊 社 の 若 い 社 員 が 、機

械 翻 訳 開 発 の 研 究 室 で お 手伝 い を させ て い た だ く事 に な りま した 。 先 生 の 機 械 翻 訳 開発 プ ロ ジ ェ ク トに多 少 で も

参 加 で き る の は翻 訳 会社 と して は 大変 光 栄 で した 。

 また機 械 翻 訳 協 会 が 設 立 され 、 ・流 大 学 の 先 生 方や 大企 業 の研 究 者 の 方 々が 協 会 の 中 心 で した 。 た また ま私 も

理'拝の 末席 に お い て い た だ き 、機 械 翻 訳 のユ ー ザ ー と して 、 勉 強 させ て い た だ き ま した 。

 以 来 、 長 年 に わ た って 長 尾 先 生 との ご縁 が 出 来 ま した 事 は 大 変 幸運 で した 。 先生 は学 者 と して 研 究 者 と して 、

情 熱 とintegrityの あ る本'liに ・レニ派 な 方 で 、感 動 す る 事 も しば しば で した。
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MTお よ び翻 訳 業界 に期 待す る こ と

 ヨー ロ ッパ 共 同体(EU)の よ うに 国 境 を越 えた 共 同 体 で 、機 械 翻 訳 は 非 常 に順 調 に 使 川 され て い る よ うで す。

EUの プ ロ グ ラム の ・つ で あ るMosesを 始 め と した 英 語 を含 む ヨー ロ ッパ 、㌃語 で は 、 そ の 成 果 も着 実 にLが っ

て い る よ うで す 。 また 、 ヨー ロ ッパ の 一般 企 業 に お い て も 多 く の成 功 事例 が 紹 介 され て い ます 。 日本 を 含む ア ジ

ア で も 、 ア ジ ア 共 同 体 構 想 が 着 実 に進 ん で い る と言 うこ と で 、 口本 の 翻訳 業 界 で は ア ジア 、㌃語 に 対処 して行 く 事

が 、 い ま重 要 な 課題 とな って い ます 。 産 業翻 訳 業 界 で は 、 厳 しい経 済 環 境 の 中 で 、 お 客 様 が ビ ジ ネ ス を常 に有 利

に進 め られ る よ う、翻 訳 の コス ト、ス ピー ド、品 質 の み な らず 、 更な る ご要 望 に応 え て 行 く 事がfl前 の課 題 です 。

 あ らゆ る ビ ジネ スの 世 界 に 、次 々 と大 き な変 化 の 波 が 押 し寄せ て くる 中 で 、 翻 訳 業 界に とって 、 機 械 翻 訳 の 開

発 は、未 来 を制 覇 す る 大 き な波 と もい え るで しょ う。 しか し機 械 翻 訳 の シ ステ ム開 発 は コ ン ピュー タ 、人L知 能 、

そ の 他 の テ ク ノ ロジ ー の レベ ル の 進 歩 に も よ る 事 で 、 これ か ら も容 易 な こ とで は な い と思 い ます。 これ に 携 わ る

方 々の 忍 耐 力 と、 あ き らめ ず に 開 発 を続 け て い かれ る情 熱 に 心 か ら期 待 し、感 謝 して い ます。CJう まで もな くそ

の 成 果 は 翻 訳 業 界 だ けで は な く、 人類 へ の 大 きな 貢 献 で あ る事 は 言 うま で もあ りませ ん,,

AAMTへ の 要 望

沢 山の 情 報 をメ ー ル して い た だ い て 有難 うご ざい ま す 。 大 変 参 考 に して 居 り ます 。

個人会員(敬 称略 ・50音 順)

会員名

守 屋 雅 樹(MORIYA Masaki)

自己 紹介

1.1.機 械 翻 訳 は プ ロ グ ラ ミン グの 楽 しい 題 材

 損 害 保 険 会 社 の シ ステ ムf一会 社 でSEを して い ま す。 勤務 先 とは無 関係 に 、個 人 会 員 と してAAMTへ 入 会 致 し ま

した。

 私 の 趣 味 の ・つ は プ ロ グ ラ ミン グで 、 そ の}{題 の.・つ と して 、 エ スペ ラ ン ト/日 本 語 の機 械 翻 訳 シ ステ ム を 開

発 して い ます(http://ttt. ermitejo. com/)。 目下 の とこ ろ この サ イ トで は辞 書 引 き ま が い の些 末 な シ ステ ム しか

運用 して い ませ ん が 、IIPSGに よる構 文解 析 ・意 味解 析 や それ 以 降 の 生成 系処 理 な どをII頂次 実 装 ・公 開 して い くつ

も りです 。 これ を ラ イ フ ワー クだ と位 置付 け て しま う と完 成 ま で の期 間 が長 く な って しま うの で 、地 道 に続 けつ

つ も数 年 で な に が しか の 目処 を付 け た い と考 え て い ます 。 なお 、現 在 はPerlで 実 装 して い ます が 、処 理 の ホ ッ ト

ス ポ ッ トはCで 再 実装 す る こ とも 考 え て い ます 。

 人 工 言 語 で あ るエ スペ ラ ン トで あれ ば 、機 械 翻 訳 との 相性 が 良 い よ うに も思 え る か も知れ ませ ん、,しか い 拝実

はそ うで は な く、 自然 占語 の場 合 とあ ま り変 わ りな い と感 じて い ます 。 エ スペ ラ ン トは規 則 の 例 外 が 少 な い だ け

で 、 語彙 ・構 文 ・文脈 のそ れ ぞ れ にお い て 、曖 昧 性 が ど う して も介 在 して しま うか ら です 、,ロジバ ンの よ うに よ

り緻 密 な言 語 設 計 が な され た.室語 で あれ ば 、 ま た違 っ た世 界 が 見 え て く るの か も 知れ ませ ん。

 と もか く も、 機械 翻 訳 は 奥 の 深 い 分 野 で あ っ て 、 計 算 機 に お け る 自然 言 語処 理 の 一つ の 精 醒で あ り ます 。 しか
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しそ れ だ けに 、歯 ごた えの あ る題 材 と も捉 え る こ とが で き ま す。また 、言語 を 計算 す る とい うこ とが 、初 め て"Hello,

world!"を 印 字 した時 に も似 た 「動 い て 楽 しい 」 とい う快 感 を私 に もた ら して くれ ます 。個 人 が趣 味 で 楽 しん で 開

発す る機 械 翻 訳 の 水 準 は 専 門 家 の 方 々 か ら ご覧 に なれ ば極 め て拙 い もの か も 知れ ませ んが 、素 人 だ か らこそ 切 り

込 め る よ うな設 計 ・実 装 な どを で きれ ば 良 い な と思 っ て い ます 。

 また 、 エ スペ ラン トを ピボ ッ ト言 語 とす る機 械 翻 訳 シ ステ ム は と もか く、 エ スペ ラ ン トそ れ 自体 の 翻 訳 を 目的

とす る シ ステ ム はお よそ 商 業 上 の 成 功 が 見 込 な い た め 、 市販 製 品 が 対応 して くれ る こ とは 望み 薄 です 。 こ う した

マ イ ナー,亨語 に は個 人の 趣 味 で ない とな か な か 光 が 当た らな い の で 、 口本 に お け るエ スペ ラン トの 中 心 団体 で あ

る 口本 エ スペ ラ ン ト学 会 の 会 員 で も あ る私 が 何 とか した い とい う気 持 ち もあ ります。

1.2.AAMTへ の 入会 動 機

 大学 では 歴 史 を学 び 、 社 会 に 出 て か らは保 険屋 の シ ステ ム を 作 っ て い る とい う機 械 翻 訳 門外 漢 の私 に は 、 自然

、㌃語 処 理 全般 の学 術 的 ・理 論 的 な背 骨 が 決 定 的 に欠 けて い ます 。 そ れ らは 専 門 書 を漁 り読 む こ とで 補 え る余 地 が

あ ります が 、 設 計 ノ ウハ ウや シ ステ ム の使 わ れ 方 に至 って は全 くの 五 里 霧 中 で す 。

 そ こ で 、そ れ らに つ い て な に が しか の示 唆 が得 られ るの では ない か と思 い 、2007年 にAAMTの 門 を 叩 き ま した。

目論 見 は お お む ね 正 し く、 本誌 『AAMT Journa1』 や 本 会 ウ ェブ サ イ トな どで 得 られ る情 報 は 、 私 に と って 大 変 貴

L貢な もの にな って い ま す。

1.3.UTX-Simple用 ツー ル の 開 発

 翻 訳 ソフ ト用 ユ ー ザ ー 辞 書 の 標 準 仕 様 と して 、AAMTで は機 械 翻 訳課 題 調 査 委 員 会WG3に てUTXを 策 定 して い ま

す 、,これ は 大変 意 欲 的 な 取 り組 み だ と感 じて お り、私 も諸 手 を 挙 げ て賛 成 してい ます 。 上 述 した拙 作 の エ スペ ラ

ン ト/日 本 語 翻 訳 シ ステ ム で もユ ー ザ ー 辞 書を使 う設 計 を して い て 、そ の辞 書 をUTX-Simple仕 様 に 準 拠 した もの

とす る こ と を想 定 して い ます。 そ の 内 部 で は 処理 最 適 化 の為 に辞 書 を独 自のデ ー タ構 造 体 に して取 り扱 うこ と と

な ります が 、そ の 為 の 相 互 変 換 器 を 細 々 と 自作 して い ま した。 これ はUTX-Simple形 式 を解 析 してPerlの 内部 デ

ー タ構 造 に変 換 した 上 で 拙 作 の シ ステ ム の デ ー タ構 造 を 生成 した り、 そ の逆 方 向 の処 理 を行 う もの です 。

 この 内 、UTX‐Simple形 式 を 解析 ・生 成 す る部 分 に つ い て は 普遍 性 が あ る の で は な い か と考 え 、 Perlモ ジ ュー ル

と して 一般 公 開 しよ うと思 い 至 りま した 。 本 会 ウ ェブ サ イ ト上 のUTX解 説ペ ー ジ

(http://www. aamt. info/japanese/utx/)か らお 問 い 合 わせ 申 し上 げ た縁 で 、機 械 翻 訳 課 題 調査 委 員 会WG3の 会合

にお 邪魔 して ご相 談 し、 様 々な ご指 摘 ・ご示 唆 を い た だ き ま した。

 そ の 結 果 、 オ ー プ ン な ラ イセ ン ス(Per1モ ジ ュー ル と して 最 も一 般 的 な 、 Artistic LicenseとGNU GPLと の デ

ュ ア ル ラ イセ ン ス)を 適 用 したr.で の ・般 公 開 にっ いて ご快 諾 い た だ く こ とが で き ま した 。関 係 各 位 に は この 場 を

借 りてお 礼 を 申 し上 げ ます 。 また 、 公 開 時 期 に つ い て は 当 初 の 目論 見 を 大 き く外 して しま い ま した。 ご迷 惑 を お

掛 け して 申 し訳 あ りませ ん 。 この 記 事が 載 っ たAAMT Journa1が 発行 され る 頃 ま で に は 、 Per1モ ジ ュー ル の オ ン ラ

イ ン ア ー カ イ ブ で あ る 「CPAN(Comprehensive Perl Archive Network)」(http://www. cpan. org/)で 公 開 で き る 予

定 で す,,ま た 、開 発版 の ソー ス コー ド ・式 は オー プ ン ソー ス ソフ トウェア の ホ ステ ィ ン グサ ー ビス で あ る 「Git}}ub」

で も公 開 して い ます(http://github, com/gardejo/p5-text-utx/)。

 同モ ジ ュー ル 「Text::UTX」 はUTX形 式 の 抽 象 化 レイ ヤ ー とい う定 義 で す が 、 各 フォ ー マ ッ トの解 析 部(パ ー サ

ー)お よび 生 成 部(ラ イ ター)を プ ラ グイ ン の形 で容 易 に組 み 込 め る よ うに設 計 して い ます
。 現 在 はUTX-Simpleの

各 バ ー ジ ョン に対 応 したパ ー サ ー と ライ ター を同 梱 して い ま す が 、 ・通 りの 実 装 が 終 わ った ら、WG3と 適 切 に連 携

させ て い た だ き な が ら、WG3に 参 画 され て い る会 員 メ ー カー 各社 様 の製 品 の独 自フ ォー マ ッ トに対 応 したパ ー サ ー
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とラ イ ター も順 次 開 発 ・公 開 して い く予 定 です 。

 しか しな が ら、Text::UTXが エ ン ドユ ー ザ ー の 方 々 とっ て手 軽 に親 しめ る もの だ とは 、私 自身 考え て い ませ ん、、

辞 書 を ただ 変 換 した いだ けの 人 に対 して 「まずPer1処 理 系 をイ ンス トー ル して 、 UTX::Simpleモ ジ ュー ル を イ ン

ス トー ル して… …」 な ど とい うお 願 い が 通 じな い こ とは 明 白 だか らで す 。 そ れ はUTXの 「作 りや す く、 使 い や す

い 」 とい う 口標 とも相 容 れ ませ ん 。 そ こで 、 あ る フ ォー マ ッ トの ユ ー ザ ー 辞 書 をア ップ ロー ドす る と、 指 定 した

別 の フ ォー マ ッ トに 変 換 され た ユ ー ザ ー 辞 書 を ダ ウ ン ロー ドで き る とい うよ うな 、 オ ン ライ ン変 換 サ ー ビ スを 将

来 的 に 開 発 ・公 開 した い と も 考え て い ます。

機 械 翻 訳 お よ び 翻 訳 業 界 に 期 待 す る こ と

2.1.機 械 翻 訳 の 活 用 法 の さ ら な る広 報 を望 み ます

 製 品 は素 晴 ら しい の で す か ら、 売 り方 を改 善 す る とも っ とユ ー ザ ー に 喜ば れ る と思 い ます 。 機 械 翻 訳 は 万能 の

器 で は あ りませ ん。 漫 画 『ドラ え もん 』 に 登 場 す る22世 紀 の道 具 「翻 訳 こん にゃ く」 と違 って 、 人間 は機 械 翻 訳

との 上 手 な付 き 合 い 方 を模 索す る 必 要 が あ ります 。 そ して 、機 械 は 人 間 に歩 み 寄 れ ませ ん が 、機 械 を作 り出 した

人 で あれ ば歩 み 寄 る こ とが で き ます 。

 一・般 の ユ ー ザ ー が機 械 翻 訳 に 抱 く評 価 は 、残 念 な が ら芳 しい もの で は あ りませ ん。 機 械 翻 訳 の使 い 方 の勘 所 や

機 械 翻 訳 の活 用 法 を 、 メー カー の方 々 は ア ピー ル しきれ て い る で しょ うか?

 製 品 に よっ て は プ ロや セ ミプ ロ相 手 の価 格 設 定 が な され た もの もあ り、メー カー に と っ て は 「分 か っ て い る人 」

相 手の 商売 とい う位 置 付 けが な され て い るの か も知 れ ませ ん。 しか し分 か らせ るた め の 努 力 を惜 しん で は 、 ノン

プ ロ のユ ー ザ ー は 「分 か ら ない 人 」 の ま まで 終 わ って しま い ます 。 購 入 した ユ ー ザ ー は 幻 滅 し、 そ の ロ コ ミを 見

聞 き した 見 込 み 客 が 購 入 を断 念 して しまい 、 販 売 機 会 の拡 大 も また 望 め な くな るで しょ う。

2.2.無 料 ウ ェブ翻 訳 サ イ トの 功 罪

 AAMT Journal 46 Nの ア ンケ ー ト結 果 に も あ りま した よ うに 、 日本 に お い て は ウ ェ ブ翻 訳 が 翻 訳 ソフ トの 代 わ

りと して 一般 ユ ー ザ ー に広 く使 わ れ て い ます 。 そ れ らの サ イ トで は ユ ー ザ ー 辞 書 とい う概 念 〔1体が 存 在せ ず 、訳

語 や 構 文 の 他 候 補 も選 択 で きず 、 翻 訳 メモ リー も使 えな い な ど、 現 代 的 な 翻 訳 ソ フ トや 翻 訳 支 援 ソフ トの特 性 を

十 全 には 活 か しか ね て い る よ うに お 見 受 け します 。 そ して 、 訳 出 過 程 に ユ ー ザ ー が 関 与 す る道 が 事実1:閉 ざ され

てい るた め、 機 械 翻 訳 の 可 用性 に 対 して 一 般 ユ ー ザ ー が 抱 く心 象 を よ り深 刻 な もの に しか ね ませ ん、,"無 償 サ イ

トの 場 合 は 「無 料 な の で これ く らい で もOK」 とい う割 り切 り"(機 械 翻 訳 課題 調 査 委 員 会WG2「 英 日 ・II英 機 械 翻

訳 に 関 す るア ンケ ー ト結 果 報 告 」『AAMT Journal』 第46号(2009年), p.35)が 生 じる に して も、機 械 翻 訳 の 真髄 を

知 らず して満 足 して い る こ とに 対 して は 、前座 の 噺 だ け聴 い て 帰 っ て し ま う よ うな 勿 体 な さを感 じて な りませ ん 、,

 提 携 先 ウェ ブ サイ トのペ ー ジ ビュー を減 らす よ うな こ とは なか なか 書 き難 い か も知 れ ませ ん が 、 無 料 ウ ェブ 翻

訳 サ イ トの で き る こ と とで きな い こ とを 明 示 比 較 し、 よ り機 械 翻 訳 を使 い こな した い 人 へ 向 け て 、 自社 製 品 の 購

買に 繋 が る よ うな 広 報 を行 って い た だ き た い で す。

23.ウ ェ ブ翻 訳 サ ー ビス はス タ ン ドア ロー ン ソ フ トの サ ブセ ッ ト版 とは 限 らな い

 上述 した 拙 作 のエ スペ ラ ン ト/日 本 語 翻 訳 シ ステ ムで は 、英 和 ・和 英 翻 訳 の ス タ ン ドア ロー ン製 品 と同 様 に ユ

ー ザ ー 辞 書 ・適 訳 選択 ・翻 訳 メ モ リー 等 々 の満 艦 飾 の機 能 を盛 り込 も う と
、 夢 だ け は 大 き く描 い て い ます 、,これ

は ス タン ドア ロー ン ソ フ トの サ ブ セ ッ ト版 の よ うな ウ ェブ 翻 訳 サ ー ビス に対 す る ア ン チ テ ー ゼ の 意 味合 い を込 め

た もの で す が 、 そ もそ も、 ウェ ブ 翻 訳 サ ー ビス は なぜ 機 能 が 比 較 的 制 限 され て い る の で し ょ うか。 各 社 の経 営 戦
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略Lの 理 由は 窺 い 知れ ませ ん が 、 そ こに技 術 的 な制 約 が かつ て横 た わ っ て い た こ とは確 か で し ょ う。

 まず 、機 械 翻 訳 そ の もの が 計 算機 資源 を 莫大 に 要 求す る高 価 な処 理 で あ り、長 大 な 原 文 を 与 えて しま った 場 合 、

ク ラ イア ン ト側 の タイ ム ア ウ ト時 間 よ り先 に 処理 を返 せ る保 証 が あ る わ け で は あ りませ ん。 一一方 で 、原 文 を細 切

れ に 与え よ うと して も、 セ ッシ ョン を何 らか の形 で維 持 す る な どの 面倒 事が増 え ます 。 ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェー

ス もこれ まで は 比 較 的 貧 弱 で した。

 しか し、RIA(R{ch Internet Application)方 面の 長 足 の 進 歩 に よ り、 技 術 面 で の 様 々 な障 壁 は 取 り払 わ れ つ つ

あ ります 。HTMI,5が 常 用 され る よ うに な るの は も う少 し先 で しょ うけ れ ど も、 JavaScript(jQueryやPrototypeな

どの フ レー ム ワー クの 援 用 を前 提 と します)・Adobe Flash・Microsoft Silverlightな どのRIA基 盤 は既 に十 分 に

実用 可能 な程 度 に こ なれ て い ます 。 例 えば 、 同 一の 画 面 で 原 文 ・訳 文 の ア ライ ン メ ン トを 順 次 付 け 足 して い く こ

とで 、ペ ー ジ遷 移 な しで細 切 れ に訳 出す る こ とが 可能 とな り ます。 また 、 度 に 複 数 の 原 文 を 与 えて も、 訳 出 が

終 わ っ た 訳 文か ら順 次 画面 に表 示 してい く こ とで 、ユ ー ザ ー の 「待 た され 感 」を低 減 す る こ と もで き る で し ょ う。

複 数候 補 か らの適 訳 のz択 な どに も 、 ス タ ン ドア ロー ン ソ フ トと遜 色 の な い リッチ な イ ン ター フ ェー ス を提 供 す

る こ とが で き る で し ょ う。そ して 、それ らの 開発[数 も 、旧来 と比 べ て 飛躍 的 に低 減 され る こ とが期 待 で き ます 。

2.4.ウ ェ ブ翻 訳 サ ー ビス な らで は の 強 み

 ウェ ブ翻 訳 サ ー ビ スは ス タ ン ドア ロー ン翻 訳 ソフ トの機 能 や イ ンタ ー フ ェ ー ス を焼 き 直す だ け の もの で もあ り

ませ ん。 遠 か らず 、 ウェ ブ を 「利 用 」 した翻 訳 サ ー ビスだ け で な く 、 ウェブ を前 提 条 件 と して 「活 用 」 した 翻 訳

サ ー ビ スが 隆 盛 とな る よ うに 予想 して い ます 。

 例 え ば 、語 義 曖 昧性 の解 消 法 と して リコ メン ドシ ス テ ム を活 用す る とい うよ うな 、集 合 知(CGM)を 活 用 した サ ー

ビ スな どが 考え られ ます。 沖電 気 工業株 式 会社 さ んの 「訳 して ね っ と」な どは そ の 一 つ の 好 例 で す が 、辞 書 を 「追

加 」 す る とい う能 動 的 な行 動 だ け で な く、適 訳 の選 択 過 程 な どを統 計的 な情 報 と して収 集 ・活 用 す る こ とで 、入

力機 会 の 飛 躍 的 なL昇 を 見 込 む こ とす ら 可能 に な る で し ょ う。無 論 、プ ライ バ シー へ の 配 慮 は 必 須 とな ります が 。

 また 、 サ ーバ ー 側 に翻 訳 エ ン ジ ンの み を持 ち、 デ ー タ構 造 体 をJSONやYAMLな どの 汎 用 フ ォー マ ッ トで や りと

りす る こ とで 、 ク ライ ア ン ト側 に は 入 出 力 部 の み を備 え る構 成 を採 用 で き ます 。 そ うす る と、 無理 に ク ラ イ ア ン

トを ウ ェブ ブ ラ ウザ ー に 限 定 す る 必 要 もな くな ります 。 各OSの ネ イ テ ィブ ア プ リで あれ ば 、既 存 の ア プ リケ ー シ

ョン資 産 や ノ ウハ ウ を有 効 活 用 で き ま す。 興 味深 い イ ン タ ー フ ェー ス を備 え るAndroidやiPhoneな どの 人 気 の プ

ラ ッ トフ ォー ム へ の 対 応 も選 択 肢 の ・つ と して 現 実 味 を増 しま す し、い わ ゆ る ガ ラパ ゴス携 帯 電 話 向 け のJavaア

プ リの 開 発 も比 較 的 容 易 に な る こ とで しょ う。 翻 訳 エ ン ジ ン を トー クン付 きWeb APIを 介 して外 販 す る とい う こ

とです ら考 え られ ます 。

 そ して 、SaaS(ク ラ ウ ド)に も大 い に期 待 で き ます 。 翻 訳 ソフ トの 基 盤 と部 品 を用 意 して お い て 、特 定 の ユ ー ザ

ー 群 に焦 点 を 当 てて カ ス タマ イ ズ した 翻 訳 サ ー ビス を 迅 速 に提 供 で き る よ うにす る と、特 に企 業 ユ ー ザ ー に は 喜

ばれ そ うです 、、ユ ー ザ ー 群 単位 で 辞 書 や 翻 訳 メモ リー を 特 段 意 識せ ず に 共 有 で き る だ け で な く、 口常 業 務 と翻 訳

作 業 を シー ム レ スに 連 携 で き る と した ら、 素 晴 ら しい で す ね。CRM(Customer Relationship Management)や

SFA(Sales F・rce Automation)等 の営 業 シ ステ ム と翻 訳 シ ステ ム が連 携 す る と 、外 資 系 企 業 を顧 客 と した 企 業 ユ ー

ザー に 対す る強 烈 な 訴 求 力 を発 揮 で きそ うで す。
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AAMTへ の ご要 望

3.1.エ ン ドユ ー ザ ー 向 けの 存 在 感 の 拡 大 を望 み ま す

 AAMTに 期 待 す る こ と は、 上 述 の機 械 翻 訳 業 界 に 向 けた 期 待 と 同様 に、機 械 翻 訳 の エ ン ドユ ー ザ ー 向 け の 存 在感

を増 して欲 しい とい うこ とで す 。 上 述 した よ うなエ ン ドユ ー ザー 向 け の取 り組 み は 、各 社 だ け で は 大変 難 しい も

の だ とお 見 受 け して い ます 。例 え ばUTX-Simple仕 様 に して も 、機 械 翻 訳 の メ ー カ ー さん に 対応 い た だ い た と して

も 、ユ ー ザ ー が そ の 機 能 を活 用 して くれ な い こ とに は、 盛 り上 が る こ とは 難 しい で しょ う。

 ま た 、事 務 局 の 多忙 さは 重 々承 知 してお ります が 、報 道 機 関 向 け の プ レス リ リー ス(ニ ュー ス リ リー ス)も 出 し

て い た だ きた い で す 。 例 えば 、 毎 年 恒 例 の 「日⇔ 英 自動 翻 訳 サ ー ビス に 関 す るア ンケ ー ト」 の 母 数 の 規模 は 、 実

施 す る側 に とっ て は い さ さか の 憂 慮 に 値 す る事 態 で あ る よ うに思 えま す 。 新 聞 ・雑 誌 が 採 り上 げ て くれ る こ とは

難 しい か も しれ ま せ ん が 、IT系 ニ ュー スサ イ トで あれ ば 、翻 訳 ソ フ トの 利 用 者 層 と も親 和 性 の あ る メデ ィア で あ

るた め 、 期 待 を 抱 け そ うで す。

3.2.今 後 と も よ ろ し くお願 い 申 し上 げ ます

 機 械 翻 訳 の研 究 開 発 者 や 製 造 販 売 者 だ けで な く利 用 者 も集 うこ とが 、 本 会 の 強 み だ と思 い ます 。AAMTを 「あ あ

む と」 と読 む こ とす ら知 らず に 「え 一 え 一 え む て い一 」 と読 ん で恥 を か い た 私 です が 、機 械 翻 訳へ さ らな る存 在

感 を もた らす 為 に 、そ して 世 界 の言 語 間 に架 か る 橋 を よ り長 く ・よ り広 くす る為 に 、私 も微 力 を尽 く した い です,,

今後 と も ど うぞ よ ろ し くお 願 い 申 し上 げ ます 。

会 員 名 ・所属

安 原 宏(特 定非 営 利 活 動 法 人セ マ ン テ ィ ック ・コ ン ピュー テ ィ ン グ研 究 開 発機 構)

          /Yasuhara Hiroshi

自己紹介

 AAMTの 発足時から会員 機械翻訳との関係は、電 子協の機械翻訳システム調査委員会、 CICC近 隣諸国間機

械翻訳システム開発プロジェク ト、EDR電 子化辞書等。最近は、一般財団法人日本特許情報機構特許情報研究所

の客員研究員 として、特許文書に関する言語処理及び機械翻訳に興味がある。人間いつかは数ヶ国語をマスター

したいと思 うが、そのような夢をかなえてくれる教育的で軽快なMTシ ステムができないか と思っている。

機 械 翻 訳 お よ び翻 訳 業 界 に 期 待 す る こ と

 機 械 翻 訳 は 、1980年 以 降 の 官 民 挙 げ て の 本 格 的 な 研 究 開 発 が 実 施 され た 。歴 史 的 に 見 れ ば 本 協 会 の機 械 翻 訳 の

歴 史 年 表 ペ ー ジ に も あ る よ う に コ ン ピ ュー タ が 生 まれ る と 同 時 に ス ター トして い る 息 の 長 い テ ー マ で あ る,,

ALPACレ ポー ト以 降 、 コ ン ピ ュー タの 進 歩 に よ っ て機 械 翻 訳へ の 再 挑 戦 が 始 ま った 頃 、 口本 で は1978年 に電r

協(現 在 のJEITA)に 機 械 翻 訳 シ ステ ム調 査 委 員 会(初 代 委 員長 は長 尾 真 先 生)が 設 け られ て 、1980年 に 世 界の

機 械 翻 訳 研 究 を調 査す る企 画 に 参 加 させ て い た だ い た。 訪 問 先 は 、 カ ナ ダ ・モ ン トリオ ー ル 大学 の トム メテ オ シ

ステ ム、 フ ラ ン ス ・グル ノー ブ ル 大 学 の ヴ ォ クア 教 授 のMT研 究 、 ドイ ツ ・ザ ー ル ブ リュ ッケ ン大学 のMT等 で

あ った 。特 に 、モ ン トリオー ル 大 学 で は1976年 に 天 気 予 報 の英 仏 翻 訳 の 実用 化 に成 功 して いた 。サ ン プ ル 翻 訳:
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"MOSTLY CLEAR AND COLD WITH PERIODS OF VERY LIGHT SNOW TODAY AND WEDNESDAY
."一 〉

"AUJOURD HUI ET MERCREDI GENERALEMENT CLAIR ET FROID AVEC TRES FAIBLES CHUTES

DE NEIGE PASSAGERES."},功 の 要 因 は 、天 気 予報 は 、限 定 的 な 語 彙 や 文法 で 表 現 で き るた め にサ ブ ラ ンゲ ー

ジ に適 して い たか も しれ な い。 或 は 、 英 仏 の 言語 的 な 近 さか も しれ な い。 いず れ に して も 、天 気 予 報 のMTと い

う閉 じた 世界 で は あ るが 、MT実 用 化 の 確 か な ・歩 で あ ろ う。訪 問 時 、カ ナ ダのTAUM METEOチ ー ムは 航 空 機

の メン テ ナ ンス マ ニ ュア ル の機 械 翻 訳 に移 行 してい た が これ が成 功 した とい う話 は 聞 か な い。 天 気 予 報 の コー パ

スか ら飛躍 しす ぎ たの で あ ろ うか 。

 日本 で も、 あ る種 の 分 野 限 定 的 、 あ るい は用 途 限 定的 な機 械 翻 訳 シ ステ ム が 幾 つ か 開 発 され て き た。 京 都 大 学

の 科 学技 術 文献表 題 の 英 日翻 訳 や 抄 録 の 口英/英 日の 自動 翻 訳 、NTTの 市 況 速 報 日英 、 NHKの 外 電 ニ ュー ス英

日等 々 で あ る。

 この よ うな 閉 じた世 界 、 ドメ イ ン限 定 のMTを 積 極 的 にサ ー ビスす る 方 向 で 、そ の集 大 成 が、 一 般 的 なテ キ ス

ト機 械 翻 訳 と考 え るの は 邪 道 で あ ろ うか。 そ の た め に は 、 サ ブ ラ ンゲ ー ジ を構 成 す る語 彙 と文 法(或 は 、 用 例 ・

統 計 デ ー タ、 意 味 文 法)の 保 守 ・拡 張 を どの よ うに して機 械 化 す るか が 研 究 課 題 で あ ろ う。 サ ブ ラ ン ゲー ジ の拡

張 が 連続 的 に 可能 なMT技 術 が 開 発 で きれ ば ブ レー ク スル ー に な る か も しれ な い とい う淡 い期 待 を抱 い て い る。

例 えば 、 ス ポ ー ツMT(ゴ ル フ 、野 球 、相 撲 等)、 料 理MT、 旅 行MT、 経 済MT、 医療MT、 行政MT等 々様 々 な

サ ー ビ スが あ る が 、これ ら も更 に細 分 化 しな けれ ばい けな い で あ ろ う。 一つ 一一つ の 発 話 単 位 に帰 着 す る。 しか し、

分 野 が 狭 くて も正確 な翻 訳 が得 られ る の で あれ ば利 用 者 は 増 え る。Web環 境 が 整 え ば 、 ドメイ ン対 応MTサ ー ビ

スの 爆 発 の 時 代 が 来 て、 そ の 背 後 で機 械 翻 訳 及 び 、 そ の 基礎 とな る 自然 言語 の本 質 が 明 らか に され る の で は な い

か,38億 年 の歴 史 を持 つ 生 命 に は多 様 性 と普 遍 性 が潜 んで い る(中 村 桂 衿 。 言語 の 多様 性 と普 遍 性 が解 き 明 か さ

れ る 日を期 待 した い。

AAMTへ の ご要 望

 創 ・7:20周 年 を 日指 して、 以 ドの よ うな 情 報 発 信 に 着 手 され る こ と を期 待 して い ま す:

世 界の 機 械 翻 訳 シス テ ム ポ ー タル サ イ ト、機 械 翻 訳 白書 、オ ンラ イ ン機 械 翻 訳 百科 事典 、機 械 翻訳 ハ ン ドブ ッ ク、

機 械 翻 訳 シ ステ ム 入 門 、 世 界 の 言語 とア ジ ア の 言語 、 …
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協会活動報告

(2009年11月 ～2010年5月)

理事 会(E-mailに て議 論)

2010年3月24日 ～3.月31日

    ① 第1号 議 案 2009年 度 事業 報告(案)② 第2号 議 案 2009年 度決 算 報告(案)

    ③ 第3号 議 案 2010年 度 事業 計画(案)④ 第4号 議 案 2010年 度 収 支予算(案)

2010年4月7日 ～4月14日

    AAMTとLISA(Localization Industry Standards Association)と の提携 につ いての

    承 認

監事会

2010年4月22日 平成21年 度会計報告

講 演 会

2010年5,月19日

 Statistical Machine Translation Challenges and Opportunities)

 Franz Och博 士 (Google)

 会 場:東 京 大 学 情 報 学 環 ・福 武 ホ ー ル 福 武 ラ ー ニ ン グ シ ア タ ー

機械翻訳課題調査委員会

2009年11月10日(2009年 度 第7回)

    ①前回委員会の議事録の確認 ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ③活動 内容の報告(各WGか ら)

    ④活動 内容についての議論   ⑤ま とめ と次回委員会 につ いて

2009年12月18日(2009年 度 第8回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について ②前回委員会の議事録の確認

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ④活動 内容の報告(各WGか ら)

    ⑤活動 内容 についての議論  ⑥ま とめと次回委員会について

2010年1月28日(2009年 度 第9回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画 について ②前回委員会の議事録の確認

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ④活動内容の報告(各WGか ら)

    ⑤活動内容についての議論   ⑥ま とめと次回委員会について

2010年2月26日(2009年 度 第10回)
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    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について ②前回委員会の議事録 の確認

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ④活動内容の報告(各WGか ら)

    ⑤活動内容についての議論   ⑥ま とめ と次同委員会について

2010年3月26日(2009年 度 第11回)

    ①今年度事業計画及び来年度活動計画について ②前回委員会の議事録の確認

    ③各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ④活動内容の報告(各WGか ら)

    ⑤活動内容についての議論   ⑥ まとめと次回委員会について

2010イ 「4.月26日 (2010年 度  第1回)

    ① 前回委員会の議事録の確認 ②各WGの 活動について(各WGに 分かれて議論)

    ③活動内容の報告(各WGか ら)

    ④活動内容 についての議論   ⑤ まとめと次回委員会について

AAMTIJapio特 許翻訳研究会

2009[y"_11,月 13日 (2009年 度  第6[司)

    ① 前回議事録の確認           ②今年度の研 究内容 について

    ③次回の開催について

2009年11月27日

AAMT/Japio特 許翻訳研究会 シンポジウム

会場:総 評会館201会 議室(東 京 ・御茶 ノ水)

    基調講演 江原暉将(山 梨英和大学 教授)

      * 講演 予定の辻井潤 一(東京大学 教授)欠 席のため代理講演

    招待講演 「特許庁の特許情報提供における機械翻訳の活用 と今後の展望」

         岡崎輝雄(特 許庁 総務部普及支援課特許情報企画室調査班長)

    招待講演 「中国における知財情勢 と知財情報の活用」

         後谷陽 一(特 許庁 特許審査第三部半導体機器審査長1前 日本貿易振興機構

            (JETRO)北 京セ ンター 知的財産権部 部長)

    AMTIJapio特 許翻訳研究会研究活動報 告

          江源暉将(山 梨英和大学 教授)

          横 山晶 ・(Ill形大学 教授)

    招待講演 「中国における特許翻訳の現状」

          浜口宗武(㈱ 知財翻訳研究所 代表取締役)

          董 昭  (㈱知財翻訳研究所 顧 問中国弁理i二)

    招待講演 「翻訳者 を支援す るサイ ト:み んなの翻訳」

          内山将 夫(情 報通信研究機構 主任研 究員)

          影浦峡  (東京大学 教授)

          久保順f(津 田塾大学 特任助教 ・筑波大学大学院)

2009年12月11日(2009年 度 第7回)

    ①前回議 事録の確認          ②今年度の研究内容について
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    ③次回の開催について

2010年2月12「1(2009年 度 第8回)

    ①前回議事録の確認  ②今年度の活動について ③研究報告

    ④ 平成21年 度研究報告書作成関連    ⑤AAMT事 務局か らの依頼 「}噸について

    ⑥次回の開催について

2010年5月14日(2010年 度 第1回)

    ① 前回議 事録の確認          ②今年度の研究内容について

    ③次回の開催について

編 集委 員会

2009年12月 AAMT Journal No.46発 行

    MLに て最 新 号の進 捗 打合せ 及 び次 回委 員会 の開催 日調整。

2010年2月19「 」(2009年 度 第3回)

    ①AAMT Journal No.47進 捗確認    ②No.48以 降の企 画 につ いて

    ③ その他

2010年3月AAMT Journal臨 時選抜 号 発行

イ ンター ネ ッ トWG

①AAMTホ ー ムペ ー ジの 更新(毎 月)

②AAMT Forumメ イ リン グ リス トの管理

③AAMT Forumへ の情 報 発信(月 数 回)

④委 員会 活動 にお ける メイ リン グ リス トの 管理

⑤会 員 専用 ホー ムペー ジ開設 にむ けた 準備

⑥ その他 事務 局 ネ ッ トワー クのイ ン フラ管理 全般
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〈事務局か らのお知 らせ 〉

～AAMT第 三代会長辻井潤一先生紫綬褒章受賞のお知 らせ～

 AAMT第 三代会長で あ り、AAMT理 事 を勤 め られ てお ります 、辻井潤一先生

(現 ・東京大学 大学院情報学環 ・情 報理工学 系研 究科教授)が 、 この度 、平成

22年 度春の褒 章において、紫綬褒 章を受賞 され ま した。

 今回の受賞 は、辻 井先生 の長年 にわた る知能情報 学の分野 にお け る業績 と科

学技術への多大な貢献 が高 く評価 され た ものであ り、特 に機械翻訳 にお いては、

先駆的な業績 に よって国際的に高い評価 と研究成果 を収 めてお られ ます。

 心 よ りお慶び 申 し上げます。

事務局移転のご案内

会員各位

 来 る7月1日 よ り、下記の住所 に移転す ることにな りま したので、お知 らせ

いた します。

〈所在地>

T441-8580

愛知県豊橋市天伯町雲雀 ヶ丘1-1

      国立大学法人 豊橋技術科学 大学 情報 メデ ィア基盤セ ンター 内

〈 新TEI.&FAX>

0532-44-6620

<移 転 日>

2010年7月1日 よ り

ど うぞ よろ しくお願 い 申 し上げます。
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一
AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学大学院システム情報!1学研究看こト

       知能機能システム専攻

           宇津呂 武仁

AAMTジ ャ ー ナ ル47 nを お 送 り します 。

(元)鳥 取 大 学 の 池原 悟 先 生 が 昨 年12月15日 に お 亡 くな りにな りま した 。 今 号で は 、2007年61]発I」 ▽)AAMT

ジ ャー ナ ル(No.40)に 掲 載 され ま した 、池 原 先 生 の 研 究 報 告 「非 線 形 言語 モ デ ル と重 文複 文の 意 味 類 型 バ ター ン化1

を 再録 させ て い た だ く と と もに 、AAMT現 会 長 井佐 原 均 先 生 よ り ご寄稿 い た だ き ま した 追悼 文を 掲 載 させ て い た

だ き ま した。 編 集 委員 一同 、池 原 悟 先 生 の ご冥福 を 心 よ りお 祈 りい た し ます。

今F;で は 、特 別 企 画 と して 、新 潟 産 業 大 学 蓮 池 薫 先 生 よ り特 別 寄 稿 を い た だ き ま した。 蓮 池 先 生 は 、 韓 国 語 、朝

鮮 ・韓 国 文 化 を ご 専 門 とされ 、2008年 に は 文春 新 書 よ り 『蓮 池 流 韓 国 語入 門』 を ご1:1」行 され る な ど 、 多 方面 に わ

た り活 躍 され て い ます 。 こ の た び 、編 集 委員 の一 人 が 先 生 の講 演会 に参 加 させ て い た だ く機 会 が あ り、 そ の折 、

先生 にAAMTジ ャー ナ ル へ の ご寄 稿 を依 頼 した と ころ 、ご快 諾 い た だ き 、今 号 に ご寄稿 い ただ く こ と とな りま した 、、

また、雑誌 「日本語学」の2009年10月 号の特集 「機械翻訳の実際」において大変興味深い記「}`を発表してお ら

れた麗澤大学 杉浦滋r先 生、山梨英和大学 池田尚志先生より、機械翻訳の利用法および研究動向に関して貴重

なご寄稿をいただきました。

一 方
、AAMT内 の 活 動 報 告 と して、機 械 翻 訳 課題 調 査 委 員 会 よ り3件 の ご寄 稿 をい ただ き ま した。そ の他 、「AAMT

会員 の ひ ろば 」 の 企 画 にお き ま して は、 法 人 会 員 の紹 介 文1件 、個 人 会 員 の 紹 介 文2件 を掲 載 しま しt",
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